
－21－

令和４年１２月第４回八街市議会定例会会議録（第２号）

…………………………………………………

１．開議 令和４年１２月１４日 午前１０時００分

１．出席議員は次のとおり

１番 木 村 由希子

２番 小 山 昌 弘

３番 栗 林 澄 惠

４番 木 内 文 雄

５番 新 見 準

６番 小 川 喜 敬

７番 山 田 雅 士

８番 小 澤 孝 延

10番 小 菅 耕 二

11番 木 村 利 晴

12番 石 井 孝 昭

13番 林 修 三

14番 山 口 孝 弘

15番 小 高 良 則

16番 加 藤 弘

17番 京 増 藤 江

18番 丸 山 わき子

19番 林 政 男

20番 鈴 木 広 美

…………………………………………………

１．欠席議員は次のとおり

９番 角 麻 子

…………………………………………………

１．地方自治法第１２１条の規定による会議事件説明のための出席者は次のとおり

○市長部局

・議案説明者

市 長 北 村 新 司

副 市 長 大 木 俊 行

総 務 部 長 片 岡 和 久

市 民 部 長 中 込 正 美

福 祉 部 長 吉 田 正 明

健 康 子 ど も 部 長 井 口 安 弘
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経 済 環 境 部 長 相 川 幸 法

建 設 部 長 市 川 明 男

財 政 課 長 和 田 暢 祥

国 保 年 金 課 長 黒 川 康 裕

高 齢 者 福 祉 課 長 岩 間 友紀子

水 道 課 長 古 西 弘 一

・連 絡 員

総 務 課 長 湯 浅 孝 史

子 育 て 支 援 課 長 春 日 葉 子

商 工 観 光 課 長 牛 川 孝 正

道 路 河 川 課 長 中 村 正 巳

…………………………………………………

○教育委員会

・議案説明者

教 育 長 加曽利 佳 信

教 育 部 長 土 屋 武 志

・連絡員

教 育 総 務 課 長 秋 葉 忠 久

学校教育センター所長 岩 井 済

…………………………………………………

１．本会議の事務局長及び書記は次のとおり

事 務 局 長 梅 澤 孝 行

副 主 幹 佐 藤 竜 一

主 査 嘉 瀨 順 子

主 査 安 見 里 香

主 任 主 事 今 関 雅

…………………………………………………

１．会議事件は次のとおり

○議事日程（第２号）

令和４年１２月１４日（水）午前１０時開議

日程第１ 一般質問
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○議長（鈴木広美君）

ただいまの出席議員は１９名です。

議員定数の半数以上に達しておりますので、本日の会議は成立いたしました。

これから本日の会議を開きます。

本日の議事日程は配付のとおりです。

日程に入る前に報告いたします。

最初に、誠和会、林修三議員より、一般質問するにあたり参考資料の配付依頼がありました

ので、配付しておきました。

次に、本日の欠席の届出が角麻子議員よりありました。

また、本日、角議員は代表質問を予定しておりましたが、欠席のため文書質問にいたします。

文書質問の回答は、準備が整い次第、配付したいと思います。

以上で報告を終わります。

傍聴の方に申し上げます。

傍聴人は、傍聴規則第８条の規定により、議事について可否を表明、または騒ぎ立てること

は禁止されております。なお、議長の注意に従わないときは、地方自治法第１３０条の規定

により退場していただく場合がありますので、あらかじめ申し上げます。

それでは、日程第１、一般質問を行います。

一般質問は、議事運営の能率を図る上から、発言者は質問事項をなるべく簡明に示すととも

に、答弁者は質問内容を的確に把握され、明確な答弁をされますよう、特にお願いいたしま

す。なお、会議規則第５７条及び議会運営等に関する申合せにより、お手元に配付の一般質

問通告書のとおり、会派持ち時間制で行います。

それでは、順次質問を許します。

最初に、誠和会、林修三議員の代表質問を許します。

○林 修三君

皆さん、おはようございます。誠和会の林修三でございます。２番バッターから、いきなり

１番バッターになりましたけど、頑張って質問させていただきます。

まず初めに、北村市長が４期目に入りました。先般の選挙は投票率が２１．１８パーセント

で大変低い投票率でありましたが、ごめんなさい、２７．１８パーセントという大変低い投

票率の中、北村市長におかれましては、その中でも１万有余票、１万を超える得票を得まし

た。これはひとえに３期における北村市長に対する市民の評価であるというふうに私は解釈

しております。なおかつ、北村、頑張れの声がその中に含まれて、４期目に送ったものだと

思っております。どうぞ北村市長、市民のそういった期待している声に応えて、選挙戦のと

きに全力で私は尽くしますと、八街の街づくりのために全力で頑張りますというように演説

されたと記憶があります。どうぞひとつ市民の負託に応えて、自信を持って４期目を全うし

ていただきたいと思います。

さて、今回質問させていただくのは、昨日の市長の提案理由の中にありましたけれども、８
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つの公約がありました。今回その中の３つ及びその他の部分で１つ、合わせて４つについて、

これから順次質問させていただきます。

初めに、市民の一番高い関心事であります道路問題についてでございます。

①市内道路体系的整備計画について、具体的に、まずお伺いします。

○市長（北村新司君）

答弁いたします。

市内道路体系的整備計画につきましては、千葉県印旛土木事務所と連携しながら国道４０９

号線の住野交差点改良や、県道千葉川上八街線沿いの吉倉交差点及び本市と佐倉市を結ぶ都

市計画道路３・４・３号八街神門線の整備計画などを進めているところでございます。

また、市内の道路整備につきましては、国の交付金などを活用しながら市道１０６号線文違

地先、市道文違１号線イオン付近、市道夕日丘１３号線松林交差点付近などの道路改良工事

を進めております。

今後も交通安全が優先となりますが、市道１１６号線小間子馬神社付近の交差点改良実施設

計や市道五区１号線整備など、引き続き計画的な整備に努めてまいりたいと考えております。

○林 修三君

ありがとうございます。特に今のお答えの中で、住野十字路のところの改良につきましては

大変期待しながら、それを見ていきたいなというふうに思っていますが。

今の道路体系の中で具体的には出ていませんけれども、八街の道路の大動脈である国道４０

９号線についてはどの程度のお考えがあるのか、計画があるのか、お答えをお願いします。

○建設部長（市川明男君）

先ほども市長からご答弁がありましたとおり、国道、県道につきましては千葉県印旛土木事

務所の方が管理しているところでございます。

現在、市長の答弁にありましたとおり、住野交差点改良や吉倉交差点の改良工事、また都市

計画道路３・４・３号八街神門線、こちらの方の事業をまず優先的に進めていくというよう

な形になっています。そのほかの事業等につきましては、周辺の事業の進捗状況等も勘案し

ながら、事業化に向けて検討したいというふうに伺っているところでございますが、現時点

では今のところ決まっておりませんので、市といたしましては引き続き事業化に向けまして

要望等はしてまいりたいと考えております。

○林 修三君

ぜひこれは、北村市長、恐らく４期目の市長として一番やってほしい道路の計画だと私は思

います。前から国道４０９号線については大変難しい問題があるので、なかなか手がつかず

におりますけれども、やはり八街の本当に大動脈の国道４０９号線ですから、全般的には無

理かもしれませんが、部分的に改良していくとか、そういったことについて、ぜひこれから

取り組んでいただきたいなと。

この問題につきましては、この後、小澤孝延議員も手ぐすねを引いて質問したいというよう

になっていますので、私はこの辺で抑えますけれども、八街の道路はよくなって整ってきて
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いる、八街はよくなったなという答えをいただきますけれども、道路問題の中で最後に残っ

ているのは国道４０９号線じゃないのかなというふうに思いますので、ぜひ取り組んでいた

だくようにお願いしたい、このように思います。

それから、②通学路のさらなる整備計画について、お伺いいたします。

○市長（北村新司君）

答弁いたします。

通学路の整備計画につきましては、緊急一斉点検で挙げられた１５０か所の対策を進めてお

ります。そのほか、第４期安全プログラムや、各小学校での聞き書きマップなどで挙がった

危険箇所が報告されており、早期に対応できるものから対策を実施しているところでござい

ます。

今後、関係機関と連携しながら児童及び保護者が安全に通行できるよう、二区地先の追分交

差点や、市道住野１６号線ローソン前交差点の実施設計を行うなど、計画的に整備を進めて

まいりたいと考えております。

○林 修三君

いろいろと、再度、そういう整備をしていただけるというお答えをいただきましたけれども、

あってはならない交通事故があって、それ以来、八街は今のところ１５０か所ですか、通学

路について整備していただいているというお答えをいただいていますけれども、これらの点

検とかチェック、安全体制を再度確認する、そういったものについてはいかがになっている

んでしょうか。

○建設部長（市川明男君）

まず、１５０か所の全てが終わったわけではありません。今年度中に短期でできる対策の方

を、まず優先的に進めていこうというふうに考えているところでございます。

また、先ほど市長の方からご答弁がありましたが、第４期安全プログラムは教育委員会の方

と連携いたしまして、整備した結果を基に、改めて見直しをしていただいているところでご

ざいます。要望が挙がってきたものにつきましては、教育委員会と連携しながら、短期でで

きるものから計画的に整備していければと考えております。

また、聞き書きマップの方でございますが、昨今、教育委員会の方で進めております。こち

らで報告に挙がったものにつきましても、順次、教育委員会の方から情報をいただきながら

改善に向けて対応してまいりたいと考えております。

○林 修三君

念には念を入れて、通学路については整備していく必要があります。十分に努力いただいて

おりますが、それでもなお交通事故というのはいつ起こるか分からないわけでございますの

で、何回チェックしてもいいのではないかと思います。

ある市民から、よく通学路を整備していただいて助かるけれども、もう少し子ども目線に

立った視点で道路を見てほしいという声を聞いています。あれじゃあ、ちょっとまだまだ危

ないねという声も聞いています。その辺のところを今後いろいろチェック、あるいは整備し
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ていく中で、さらに事故が起こらないような対策を今後も続けていってほしいなということ

で、お願いしたいと思います。部長、ひとつよろしくお願いします。

では、次の質問、２番目に入ります。子育て支援についてですが、まず①入学前の子どもの

数の推移について、お伺いします。

○市長（北村新司君）

答弁いたします。

小学校入学前の５歳の子どもの人数でございますが、令和２年３月３１日現在は４００人、

令和３年３月３１日現在は３７１人、令和４年３月３１日現在は３６９人で、推移しており

ます。

○林 修三君

八街の場合は、おかげさまで、すごく減っちゃっているということじゃないんですけれども、

今の市長の答弁の中で微減、減っているわけですよね。これからだんだんと子どもの数が

減っていくんでしょうけれども。

続いて、②保育園の入園状況について、お伺いします。

○市長（北村新司君）

答弁いたします。

公立保育園６園の令和２年度から４年度までの４月１日現在の入園状況につきましては、０

歳児から５歳児までの全体で、令和２年度は６２７人、令和３年度は６１８人、令和４年度

は６１７人、在園しており、毎年、概ね受入可能人数に達している状況でございます。

○林 修三君

現在のところは保育園におかれても何とか同じような人数で推移しているということが分か

りましたけれども、今後はやはりもう少し数が厳しい状況になるのかなということを考えま

す。

次に、③幼稚園の入園状況について、お伺いします。

○教育長（加曽利佳信君）

答弁いたします。

市立幼稚園３園の令和２年度から４年度までの入園の状況につきまして、ご説明いたします。

まず、八街第一幼稚園の入園児ですが、令和２年度が４６名、３年度が２７名、４年度が２

３名となっております。

川上幼稚園の入園児は、令和２年度が４名、３年度も４名、４年度は６名となっております。

朝陽幼稚園の入園児は、令和２年度が１１名、３年度が１４名、４年度が１３名となってお

ります。

３園の合計は令和２年度が６１名、３年度が４５名、４年度が４２名で、全体として徐々に

減少してきております。

○林 修三君

保育園に比べると大変心配な数になってまいりました。特に、川上幼稚園におかれましては
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４名、４名、６名と。この間は６名ということなんですけれども、それにしても１桁台で推

移しています。これは今後も続くのかなと思いますけれども、この辺のところはこれから考

えなきゃいけないのかなというように思いますので、④今後の公立幼稚園、公立保育園の運

営について、お伺いします。

○教育長（加曽利佳信君）

答弁いたします。

市内の幼稚園につきましては、少子化や幼児教育・保育の無償化及び保育時間の違いから園

児数は徐々に減少し、定員に達していない状況です。公立幼稚園につきましては、園児数の

減少により少人数クラスとなることで、幼児期に必要な集団での関わりを通した遊びの発展

や充実が困難になる可能性があることから、幼児教育の質を確保するため、適正な規模の配

置を行う必要があると考えております。

その一方で、公立保育園につきましては、女性の社会進出などの影響による保育ニーズの高

まりを受け、０歳児から２歳児までの保育定員が不足している状況です。

このような状況を鑑み、教育委員会といたしましては関係部局と連携協力し、幼稚園、保育

園の適正配置に関する検討会を設置し、庁内において検討を行っており、今後、有識者のご

意見を伺いながら進めてまいりたいと思います。

○林 修三君

保育園については、先ほど答弁いただいた中で、ここ数年は何とかなっているし、０歳から

２歳児までは若干課題はありますけれども、何とかクリアしていけるのかなと思いますが、

幼稚園についてなんですよね。

今の答弁の中で、庁内での検討、担当が検討というように、検討というお答えをいただきま

したけれども、はっきり言って、検討している場合ですか、今は。川上幼稚園は１桁台です

よ。しかも、今年だけじゃないですよ。２年、３年たっているわけですよ。時間的に検討か

ら次の段階へ入る時期じゃないかと思いますが、その辺のお答えを。

○教育部長（土屋武志君）

先ほど教育長からの答弁にありましたとおり、市立幼稚園については現在検討を進めている

ところですが、なるべく早い時期に方向性を示したいと考えておりますので、ご理解いただ

きたいと思います。

○林 修三君

教育は待ったなしです。１年を争うんです。そういった中で、検討します、ではなくて、具

体化していくような、前向きな姿勢で取り組んでいかないと間に合いませんよ。３年、４年、

５年たったら、幼稚園はとっくに終わっていますよ。そういったことを考えて、教育部長か

らお話がありましたように、できるだけ時間をスピーディーにして取り組んでいただきたい、

このように思います。よろしくどうぞ、お願いします。

それから、⑤子育て世代包括支援センターの充実について、具体的にお伺いいたします。

○市長（北村新司君）
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答弁いたします。

現在、子育て世代包括支援センターでは全ての妊産婦及び乳幼児の保護者に面接し、支援の

必要性を継続的に把握することに努め、妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援を実

施しております。支援が必要な妊産婦等については、支援プランを基に保健師等が電話連絡

や家庭訪問をするなど、市民に寄り添った支援となるよう対応しております。

今後は、国の第２次補正予算により創設されました出産・子育て応援交付金による妊婦・低

年齢児の親への伴走型相談支援の充実と、出産・子育て応援ギフトがいち早く開始できるよ

うに準備してまいります。

また、来年度につきましては本市独自の支援策として、妊婦に対しまして市外の産科に通院

する際の交通費と超音波検査費用の一部を助成することにより、経済的負担の軽減を図るこ

とを目的とした制度の創設に向けて、令和５年度当初予算へ計上する予定でございます。

○林 修三君

ありがとうございます。

昨日の市長の提案理由説明の中でも、今の答弁と重なりますけれども、子育て家庭の経済的

負担を軽減するため、出産や検診時に係る交通費の一部を補助する子育て世帯への新たな支

援策を進めていきたいと申しておりました。これは大変ありがたいことで、ぜひそのように

進めていっていただきたい。

子育て支援の環境が整うことが八街の人口増にもつながっていくものだと私は考えます。現

に、隣の印西市なんですけれども、あそこは人口が毎年増えています。その理由の１つとし

ては、交通の便がいいとか、東京に近いとか、八街とはちょっと環境的に違うようなことが

ありますけれども、基本的には子育て支援をどのようにしていくか、お母さんが安心して過

ごせる、そして子どもたちが安心して遊べる、こういった環境を整えていく必要があるのか

なと思います。八街市の場合も、児童クラブを整備していただいたり、児童館を造っていた

だいたり、いろんな環境づくりを進めていただいております。そういった環境をさらに、先

進的に取り組んでいる他市町村を参考にしながら、八街に合った、まずできることを加えて

いっていただきたい。これは街づくりの、そして人口増への１つの課題ではないのかなと私

は思いますので、ぜひその辺のところをこれからも進めていただきたいなと思います。よろ

しくどうぞ、お願いいたします。

それでは、教育環境の整備の中で、（１）教育環境の文化、歴史についての中の①郷土資料

館の再興について、具体的にお伺いします。

○市長（北村新司君）

答弁いたします。

郷土資料館の再興につきましては、令和２年３月に策定した「中央公民館・図書館・郷土資

料館の在り方基本構想」をまとめる際に実施いたしましたパブリックコメントの中でも、郷

土資料館に対するご意見として、台風被害への対応にとどまらず、建物の立地の改善や規模

の拡大、保管・展示に関わる施設設備の改善、バリアフリーへの対応、イベントや親しみや
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すい企画の充実などの要望をいただき、市民の皆様の郷土資料館再興への期待は非常に大き

いものと認識しております。

八街市としましても、できる限り市民の要望を考慮しながら、本市の顔としてふさわしい学

びの拠点としてだけではなく、市民の誇り、心のよりどころとなる郷土資料館として再興で

きるよう、検討いたします。

なお、令和３年度には市職員による「郷土資料館の在り方等検討会議」を発足し、同委員会

及び作業部会で「必要な設備を備えた郷土資料館に適した立地に整備していく」という方針

が出ております。今後は具体的な立地場所、補助金等の活用も含め、調査し、検討したいと

考えております。

○林 修三君

今の答弁の中で、新たなる郷土資料館の立地場所等についてはまだ白紙であると捉えてよろ

しいんですか。

○教育部長（土屋武志君）

市長答弁のとおり、まだ一切、白紙の状態ではありますが、様々に今検討中というふうに捉

えていただければと思います。

○林 修三君

建物は一回建てると、なかなか次に変えるというのはできることじゃありませんから、慎重

に計画に取り組んでほしいんですけれども、これも八街資料館の関係者だけではなく、例え

ば印旛郡市文化財センターあるいは佐倉市の歴史民俗博物館、あるいは千葉県立中央博物館

等、関係する施設職員がいっぱいいるわけですけれども、こういったところのいろんな知恵

等を借りながらでもいいと思うんですが、こういう施設あるいは関係者との連携について、

お伺いします。

○教育部長（土屋武志君）

他の博物館との連携につきましては、企画展などの事業を行う際にはお互いに所蔵資料を借

用または貸出しをし合い、それぞれの企画展示資料を充実させるなど、事業を相互扶助する

連携を今までも図っております。

そのほかにも、関東圏内の博物館が連携する事業、関東考古学フェアスタンプラリーに、毎

年、郷土資料館も参加しておりました。その折には、県外在住の方にも多く来館いただいた

ところでございます。

そういった形で様々な博物館等とも今も連携は取っておりますので、今後、再興にあたって

は様々なご意見も取り入れながら、八街に適した郷土資料館の再興ということで検討してい

きたいと思っておりますので、全てがほかの博物館のようになるとは考えておりませんけれ

ども、八街らしい郷土資料館の再興に向けて、しっかりと連携も取っていきたい、そのよう

に考えております。

○林 修三君

八街の規模に合った資料館を造っていただきたいなということで、そうすると、いろんな経
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験を積んでいる文化財の関係者と連携しながら、今の部長答弁にあったように、八街に合っ

た歴史資料館、郷土資料館、そういったものにぜひこれからも取り組んでいってほしいなと

いうように考えます。

参考までに、台風のために、一時、他の場所に移っている貴重な資料があろうかと思います

が、そちらの方への影響はいかがでしょうか。

○教育部長（土屋武志君）

台風の折から、資料は小学校の空き教室等々を活用させていただいています。また、中央公

民館の一室を利用して所蔵しているわけですけれども、やはり文書というのは、古くなれば

なるほど劣化していくのは当然のことでございますので、できる限り今は保存に努めており

ますが、できれば、そういう形の文書をしっかりと守っていきたい、そのようなことができ

る形を、再興という形で願っているところでございますので、その辺も含めて検討している

ところでございます。

○林 修三君

大切な資料を保存するには、あまり時間をかけてもどうかなと思いますし、かといって、早

急に郷土資料館を造るのもどうかなと思いますが、その辺はよく両方を鑑みながら、八街に

ふさわしい資料館を造っていただきたいと思います。よろしくお願いしたいと思います。

それから、②八街市の歴史の保存や文化の振興について、市の考えをお伺いいたします。

○市長（北村新司君）

答弁いたします。

八街市の歴史を保存することの意義につきましては、単に学問として過去の事象をつづり、

過去の遺物や資料を保管展示することにあるのではなく、市民がこの地で生まれ育ち、身に

つけてきた習慣や文化の根幹をなすものこそが歴史や文化財であり、先人の努力を大切にし

ながら、これらを学び、未来に正しく引き継ぐことで、文化や社会を育むための礎となり、

人々や社会をより豊かなものへと導くことにあると考えております。

文化の振興につきましては、その土地、風土の中で培われてきました伝統や習俗、人々の暮

らしや、まち並み等などを育みながら、過去から未来へ引き継ぐことであり、個人の感性や

想像力、地域社会に対する誇り、アイデンティティーを形成するために欠くことのできない

ものでありますし、文化的な環境の中で生きる喜びを見いだすことは、人々の変わらない願

いでもあります。文化の振興ということが、市民の心のつながりや、相互に理解し尊重し合

う土壌の醸成や、多様性を受け入れることのできる心豊かな社会の形成につながるものと考

えております。

市民憲章にもございますように、「郷土を愛し、文化のかおり高いまちにしましょう」とい

う、この言葉を重く受け止めながら、努力してまいりたいと考えております。

○林 修三君

今いみじくも市長から市民憲章について答弁いただきましたけれども、まさしく市民憲章の

中に、資料で配付させていただきましたけれども、前文に「わたくしたちの八街は、開拓の
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歴史と恵まれた自然環境の中で先人の努力によって栄えてきたまちです」。これはすごく大

事ですが、先人の努力という言葉があります。

そして、「わたくしたちは、「ヒューマンフィールドやちまた」を目指して、調和のとれた

よりよいまちづくりのために、この憲章を定めます」と。

一番最初に、「１、郷土を愛し、文化のかおり高いまちにしましょう」というのがうたわれ

ているんですよ。つまり、八街市民憲章の一番最初に「文化のかおり高いまちにしましょ

う」とうたっているということは、文化を重く捉えているということだと思います。

私は文化の振興、文化がどんどん広まっていくことは、八街の街づくりの一歩じゃないのか

なと考えていますが、市長、もう一度、文化の振興等について、市長の考えをお伺いします。

○市長（北村新司君）

先ほども答弁いたしましたけれども、文化の振興につきましては、土地、風土の中で培われ

てきました伝統や習俗、人々の暮らしや、まち並み等を育みながら、過去から未来へ引き継

ぐことでございまして、個人の感性、想像力、地域社会に対する誇りやアイデンティティー

を形成するために欠くことのできないものであります。

本市では、八街市総合計画２０１５で、芸術文化の振興として、市民が芸術文化や音楽など

の活動の成果を発表する場を設けることが明記されておりまして、発表の場として中央公民

館が利用されております。現在の主な取組といたしましては、市民文化祭、市民音楽祭、

アートピット、産業まつり、落花生まつりなどがございますが、今後も様々な文化に対する

意識の高揚を高め、街づくりに活かしてまいりたいと考えております。文化は街づくりの根

幹だというふうに理解しておりますので、さらなる文化の振興に努力してまいりたいと考え

ております。

○林 修三君

大変生意気ですけど、私も全く、市長の考えと同じように思います。文化があるところに人

が集まる、人が集まれば文化が振興する、イコールなんです。ぜひ市民憲章にうたわれてい

ることを具体化、具現化して、八街がどんどん発展していくことを願っております。これか

らも文化の振興については、よろしく取り組んでいただきたいと思います。

では次に、活力あふれる街づくりの中の（１）市の花「ひまわり」について、①制定後の取

組状況について、お伺いします。

○市長（北村新司君）

答弁いたします。

市の花「ひまわり」につきましては、市制施行２０周年記念として、市民の皆様方からのア

ンケートを参考に、平成２５年２月１日に市の花に指定したものでございます。市の花には、

「ひかり輝き・まわりを照らす・わたしもあなたも・りっぱに育てよ」と、次代を担う子ど

もたちへの思いが込められております。

市の花「ひまわり」の定着に向けた取組といたしましては、市内保育園、幼稚園、小・中学

校へ「ひまわり」の種を配布するとともに、市役所へ来庁された方への種の配布や、各種選
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挙時の啓発物資としても活用し、市の花「ひまわり」を広く市民に周知し、環境美化や活力

ある街づくりができるよう、活動を行っているところでございます。

また、教育委員会では、やちまた教育の日月間事業として「ひまわり」をテーマとした絵を

市内小・中学校の児童・生徒から募集し「ひまわり絵画展」を実施しているほか、公民館サ

ポーターの皆さんにはボランティアとして中央公民館の花壇に「ひまわり」の植栽活動を

行っていただいております。

○林 修三君

取組を一応されているということは分かりました。

②市制３０周年における取組について、お伺いします。

○市長（北村新司君）

答弁いたします。

市の花「ひまわり」を活用した市制３０周年における特別な取組は行っておりませんが、先

ほど答弁しました内容に加えまして、本年度から転入者の方への周知として、市民課でお配

りしている資料封筒の中に「ひまわり」の種を同封し、より多くの市民に市の花「ひまわ

り」を周知しているところでございます。

○林 修三君

「ひまわり」に関して、今年の３０周年における取組は特に行っていないということですけ

れども、参考までに、今年度の予算化はゼロでしょうか。「ひまわり」に関しての予算はゼ

ロでしょうか。それとも、幾らかはあるんでしょうか。

○総務部長（片岡和久君）

配付用の種子の予算は計上しております。市民等に配付する種子、種代の予算は計上してお

ります。

○林 修三君

具体的に幾らというのはないけれども、種代としては予算化したということですか。分かり

ました。

あと、③今後の取組についての考えをお伺いします。

○市長（北村新司君）

答弁いたします。

市の花「ひまわり」につきましては、先ほど答弁しましたとおり、広く市民に周知し、環境

美化や活力ある街づくりができるよう、活動を行っているところでございます。

今後もその活動を継続し、「ひまわり」が八街市の花であることを、あらゆる場所でＰＲし

ていくことで市民の意識の醸成を図るとともに、市としてできる支援策についても検討して

まいりたいと考えております。

また、市の花が「ひまわり」という他市、他町もございます。そうしたまちとの交流も念頭

に置きながら、今後はそうしたことも考えなきゃならないと考えております。

○林 修三君
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私は「ひまわり」については前にも質問したことがありますけれども、今、市長がいみじく

も答弁されましたので、もう一度そういったことを、再度質問させていただきますけれども、

やはりサミット、「ひまわり」をやっている市町村との交流が非常に大事なのかなと思いま

す。お互いに「ひまわり」を通して、まちの交流ができればいいのかなと思うんですけれど

も、ぜひこの辺についてはこれからも進めていっていただきたいというのが１つです。

今まで何かしていたのかというと、子どもの作品と、種を一部市民の花壇に植えることにと

どまっています。この間、ある市民に聞いたんですけど「市の花は何か知っているか」、

「落花生だろう」と、即、答えが来ました。予想できる答えです。「ひまわり」が悪いと私

は言っていません。「ひまわり」に決まったんだったら、誰もが八街の市の花は「ひまわ

り」だと答えが返ってくるのが普通じゃないですか。

何年たっていますかね。平成２５年に制定されています。約１０年たっても、まだ市民に定

着していないんですよ。だったら、どうしたら定着するのか。なおかつ、種だけではなく、

ほかの方法、お金はかかっても、夏まつりには「ひまわり」を周りに飾るとか、何かアク

ションしなきゃいけないと思うんですが、その辺について、もう一度お伺いします。

○総務部長（片岡和久君）

市の花としての「ひまわり」につきましては、さらに市民意識の醸成を図ってまいりたいと

思います。加えまして、市民、地域の方々に認識いただきながら、様々な取組をしてまいり

たいと考えております。

○林 修三君

様々な取組ということじゃなくて、具体的にこういうことをやりましょうということを、私

は答弁してほしい。

参考までに、佐倉市で成功されているチューリップは、子どもたちが自分の学校でチュー

リップを植えて、育てたものを、オランダの風車のあそこに集めるんだそうです。教育長は

佐倉市に、かつておいででしたよね。関わっていたんでしょう。ちょっと教えてください。

○教育長（加曽利佳信君）

佐倉市の学校に勤務していた経験で、ちょっとお話しさせていただきます。

何度か児童たちを引率して、チューリップの植付けに参加したことはございます。この事業

は、たしか佐倉市役所の公園緑地課の事業だったと思います。バスをチャーターしていただ

いて、参加校に送迎バスを用意していただいて、風車のある公園に行きました。かなり多く

のボランティアがおりまして、ボランティアの指導を受けて、子どもたちがチューリップの

球根を植えた、そういう経験がございます。そこには学校の札を立てていただいておりまし

たので、子どもたちは折に触れて、学校で連れて行ったことはないですけれども、個人で出

かけていって、成長を見て喜んでいたという記憶がございます。

○林 修三君

そこで提案なんですけれども、学校にはちゃんと児童農園というのがありますよね、花を植

えたりするような花壇がありますよね。種を配っているようですけど、その種でもいいし、
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いずれにしても花壇に「ひまわり」を植えて、その後どうするか。佐倉市では大きな花が、

全体のチューリップ会場に集まって、日の目を見るというとおかしいけど、夜ごとに咲くわ

けです。じゃあ、八街の「ひまわり」も、そんな形で子どもたちの「ひまわり」を生きて活

用するようなことができないのか。もう一度その辺、お伺いします。

○総務部長（片岡和久君）

今おっしゃられたこと、庁内でいろいろ連携しながら取組を考えてまいりたいと考えており

ます。

○林 修三君

部長、声に覇気がない。やる気があるんだったらね、もっと大きい声で答えてくださいよ。

のどが痛いのか。そうか。分かりました。

やはり執行部のやる気もここには関わってきます。市の花「ひまわり」を八街市民全体に広

めるんだ、それにはどうしたらいいのか。市の方々が知恵を絞れば、幾らでも出てくるで

しょう。花があまり大きいと後始末が大変だから、小さいのでもいいんだけれども、そう

いった花をどこかに集めて、夏まつりには花を咲かそう、飾ろう、どこかの畑に「ひまわ

り」の花を植えよう、だったらそこでイベントをやろう。ほかにもいろいろアイデアは出て

きませんか。優秀な頭脳が集まっている八街市役所ですよ。職員にそういう考えを聞いてみ

たら、幾らでも出ますよ。市の花「ひまわり」をもっと有名にしようね、それでまちに人を

呼ぼうね、八街を活性化しようね、これが必要なんですよ。ぜひ前向きに考えてほしい。

あまり長くてもあれでしょうから、そろそろ終わりにしますけれども、ちょっと言いにくい

んだけれども、答弁の中で「検討します」はもう止めましょう。具体的にこうしようという

答えが欲しい。はっきり言って、「検討します」じゃ、もう私、間に合いませんよ、私の場

合は、１０年かかるんだったら、もう間に合いませんよ。ぜひ、検討じゃなくて、具体的に

こうしましょうということが欲しいですね。

議長が議会の最後に、議員からあったことについては市においても全力で取り組んでほしい

という最後のお言葉があります。そういったお言葉を重く受け止めて、これからも一生懸命

に取り組んでほしいし、４期目に入った北村市長のリーダーシップの下、ますます八街が住

みよい八街になっていくことを願いまして、私の質問を終わります。ありがとうございまし

た。

○議長（鈴木広美君）

以上で、誠和会、林修三議員の代表質問を終了します。

次に、代表質問に対する関連質問を許します。関連質問はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（鈴木広美君）

関連質問がありませんので、関連質問を終了いたします。

会議中ではありますが、ここで１０分間の休憩といたします。

（休憩 午前１０時５１分）
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（再開 午前１１時０２分）

○議長（鈴木広美君）

それでは再開いたします。

休憩前に引き続き、会議を開きます。

次に、日本共産党、丸山わき子議員の代表質問を許します。

○丸山わき子君

日本共産党を代表いたしまして、私、丸山わき子からの質問をさせていただきます。

４期目を迎えられた北村市長、日本共産党は市長の政策に対し、市民の目線から、いいもの

はいい、駄目なものは駄目と、はっきりと対応させていただくとともに、市民が主人公とな

る街づくりのためには力を合わせてまいりたい、このように考えております。

そこで、４期目の市政運営について、伺うものでございます。市長は安心して住める街づく

りを選挙公約とし、４期目を当選されました。この間に蓄積された手腕を発揮され、暮ら

し・福祉優先の市政運営とともに、４期目は将来を見据えた、負の遺産をつくらない市政運

営、着地点が明確になる取組を求めての質問でございます。

そこで、まず伺いますのは、暮らし・福祉優先の市政運営についてであります。

市長は４期目にあたり、市民のための政策を織り込みながら街づくりを進めるとの抱負を

語っておられます。コロナ危機による景気の低迷、生活の困難が長期に及んでいるところで

の物価高騰に、市民の暮らしと営業は深刻な打撃を受けています。民間の調査会社のみずほ

リサーチテクノロジーの試算によると、２０２２年度分の家計負担は９万６千円、２０２３

年度は約４万円の負担増を報告しており、総務省もほぼ同額を見込んでいます。今求められ

ているのは市民の暮らしを守る政策でございます。

そこで、まず①給食費の無償化について、伺うものであります。

コロナ禍と物価高騰の下、教育費の中で一番負担が大きく、家計を圧迫しているのが給食費

です。市教育委員会は印旛郡内では一番安い給食費と説明してきましたが、過去５年間の未

納額は毎年６千万円を超しています。県は第３子からの無償化を実施するとしていますが、

対象はごく一部の家庭にとどまります。全世帯対象の給食費の無償化は切実であり、思い

切った取組を求めますが、いかがでしょうか。

○教育長（加曽利佳信君）

答弁いたします。

学校給食費の無償化につきましては、子どもの多い世帯の経済的負担の軽減を目的に、令和

５年４月から第３子以降の学校給食費無償化を実施できるように準備を進めております。ま

た、現在の物価高騰対策として食材費の高騰分の助成を行い、給食の質と量を保ちながら提

供しているところです。

今後も国や県に対し、給食費の負担軽減について要望してまいります。

○丸山わき子君

今、第３子の無償化については来年４月から実施するという答弁がございました。第３子の
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対象人数、また全体では何パーセントとなるのか、その辺について、お伺いいたします。

○教育部長（土屋武志君）

学校給食費の第３子無償化の対象者につきましては、小・中学校の児童・生徒を合わせまし

て約３千９１７人中約６９４人というふうになりますが、率にしますと１８パーセントが該

当いたします。これは今現在の、精査していない数字ですけれども、そういう形になります。

○丸山わき子君

１８パーセントということのようなんですが、八街市は過去５年間、毎年６千万円を超す未

納額があるわけですね。印旛郡市内で６千万円を超す未納額の自治体はないんですね、あり

ません。子育て世帯の払いきれないという、そういった悲鳴を無視し続け、徴収強化のみの

対応では、もう解決しないことは明らかであるというふうに思うわけですね。ましてや今の

物価高騰の中で、各家庭が苦しめられているわけです。そういう中では、やはり八街市は独

自の対応策が必要ではないか、そういうふうに思うんですが、その辺は検討されないんで

しょうか。

○教育部長（土屋武志君）

今現在、物価高騰に対して、先ほどの答弁にもありましたけれども、給食費に対して国費を

入れさせていただいております。今後の無償化についての考え方ですが、仮に無償化した場

合には２億５千万円ほどの財源が必要だと我々は考えておりますので、まずはしっかりと来

年４月からの第３子無償化をやりながら、しっかり考えていかなければいけないところは関

係部局ともしっかり話し合っていきたい、そのように考えております。

○丸山わき子君

これからではなくて、今なんですよね、今なんです。ですから、第３子、約１８パーセント

の父兄、子どもたちが恩恵にあずかれるわけですけれども、それ以外の子どもたちは全く関

係ない。６千万円の未納額というのが毎年のようにあるわけですから、なぜそこを解決しよ

うとしないのか、なぜそのような状況になっているのか、全然分析されていないんじゃない

かというふうに思うんです。そういう点で、私は第３子と同時に各家庭の給食費の軽減をと。

最初から全額やれとは言いません、例えば半額でもいいから実施する必要があるんじゃない

のかというふうに思うんですね。

そこでお伺いいたしますけれども、八街市の財政調整基金残高の適正値はどのぐらいになる

んでしょうか、お伺いいたします。

○財政課長（和田暢祥君）

現在の、令和４年度末の見込みでございますけれども、財政調整基金につきましては約２０

億５千万円でございます。

○丸山わき子君

国の方の指導もあって、一定額は確保しておきなさいよという指導があるわけですよね。一

定額というのはどのぐらいなんでしょうか、国の方からの、ある程度残しておきなさいよと

いう指導は。１０パーセント前後と言われていますね。そうしますと、そのほかの残額とい
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うのはどのぐらいになりますか。

○財政課長（和田暢祥君）

一般的に国から示されている率というのは特にございませんけれども、一般的に標準財政規

模、八街で言えば約１３０数億円というところの１０パーセントから１５パーセント程度は

確保しておくというようなところで推移していかなきゃいけないだろうというふうに考えて

いるところでございます。

○丸山わき子君

そうしますとね、ある程度は財源を活用できるんじゃないかというふうに思うわけですね。

今、約２０億５千８００万円、これは令和４年度の年度末での財政調整基金の残高になるわ

けですけれども、やはり財政調整基金というものは、いざというときに活用するものである

というふうに思うわけですね。本当に市民が物価高騰で悲鳴を上げている、このときだから

こそ、暮らし応援の対応策として財政調整基金を活用して給食費の軽減対策を取っていく、

こういうことが求められているのではないかなというふうに思うんです。

市長にお伺いいたします。そういう点では、本当に財政調整基金は慎重な対応を今取られて

いるわけなんですけれども、今、市民の暮らしを守るための対策の１つとして、これをぜひ

活用していただきたいというふうに思いますが、いかがでしょうか。

○市長（北村新司君）

財政調整基金に対する考え方でありますけれども、私はそれよりも国全体、千葉県全体で子

どもたちを育てるという方針の中で、国がしっかりその方針を進める、県も進めるという方

向のことを、県市長会を通じて私は発言したり、求めてまいりたいと考えておりますので、

財源調整基金ではなくて、国がどう子どもを守り育てるか、県がどう育てるか、そのことが

大事だろうと思っておりますので、県市長会の中でしっかりとそのことを発言してまいりた

いと考えております。

○丸山わき子君

当然、義務教育ですから学校給食も本来は国が率先してやらなきゃならない。なかなか国は

そっぽを向いちゃっているわけですね。しかし、国がやらないことを自治体がカバーしてい

く、これが筋じゃないかと思うんですね。かねがね市長は、子どもは八街の宝だと、このよ

うなことを言っておられました。今、子どもたちの各家庭が大変な状況になっているわけで

す。国や県がもう少し踏み込んだ実施をできるまでの間、あるいは生活物価高騰が続く一時

の間、八街市が財政調整基金を活用しての支援策を実施する、こういうことが今求められて

いると思います。ぜひその点でご検討いただきたいというふうに思います。先ほども、教育

委員会の方は検討したいんだということを言っているわけですね。ぜひ国や県の実施を待た

ずして、八街の子どもたちをどう守るのか、その立場にぜひ立っていただきたい。

このことで、再度、市長、答弁いただきたいと思います。

○市長（北村新司君）

今、丸山議員から財政調整基金のことで発言がございましたけれども、私は何回も申し上げ
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て申し訳ないんだけれども、国がどう子どもを守り育てるか、県がどう子どもたちを守り育

てるか、このことをこれからも強く国や県に発言してまいりたい、そう考えておりますので、

ご理解いただきたいと思います。

○丸山わき子君

財政調整基金というのは市民の税金ですから、市民が本当に困ったときに活用する、それが

本来の役割を果たすべきものだというふうに思っております。国、県にしっかりと実施を求

めるとともに、できない間は八街市がしっかりと子どもたちを守っていく、そういう施策を

ぜひ打ち立てていっていただきたい、このことを申し上げておきます。

次に、補聴器購入時の助成制度の創設について、伺います。

加齢性難聴は７５歳以上になると７割以上が発症するという報告がございます。誰もがその

可能性を有しているわけで、聞こえの悪いことで聞き返しが多くなり、コミュニケーション

トラブルや交通事故などの危険と隣り合わせとなっている、こういう事実や、また厚生労働

省が作成した認知症対策の新オレンジプランでは、難聴が認知症の危険因子の１つとなって

いるということを指摘しているわけですね。補聴器は片耳５万円から３０万円以上というこ

とで、高額な上に、両耳につける必要があることで、さらに高額なものになっています。購

入できずにいる市民が増えていると思います。

そこで、高齢者が生活の質を落とさず、心身ともに健やかに過ごすことができるよう、加齢

性難聴者の補聴器購入助成を求めるものですが、いかがでしょうか。

○市長（北村新司君）

答弁いたします。

加齢に伴う聴力の低下は、高齢になれば誰にも起こり得る可能性がある身体的な変化の１つ

であると認識しております。また、聞き返すことの恥ずかしさなどからコミュニケーション

を取ることに消極的になることで、地域からの孤立を招いたり、認知症につながる１つの要

因となる場合もありますので、高齢者の相談窓口である地域包括支援センターでは、相談を

受けた際に、専門家の判断を仰ぐ必要がある内容については専門医の受診を案内するなどの

支援を行っております。そうした中で、聴覚の障がいにより身体障害者手帳の交付を受けら

れた方を対象に、令和３年度は６５歳以上の方１３人に対して補聴器購入時の助成を行って

いるところでございます。

市独自の助成制度の創設については調査研究してまいりますが、身体障害者手帳に該当しな

い加齢性難聴者の補聴器購入時の助成につきましては、聴覚機能低下が見られる高齢者全般

に関わることであるため、全国市長会におきましても、国に対して積極的な措置を講じるこ

とを求めた提言も行っております。

○丸山わき子君

令和４年９月時点で、八街市の７５歳以上の人口は１万人弱なんですね。７０歳以上の人口

は１万６千人。高齢者の難聴者は約７千人から１万人いるのではないかと思われるわけです

ね。軽度、中度から重度障害者、あるいは認知症になるかもしれない、そういうことが分
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かっているにもかかわらず、約１万人に近い難聴者を放置しておくのか、大変冷たい市政

じゃないかと私は思うわけですね。

昨日の市長の所信表明でも、８つの政策の中に高齢者と障害者福祉の充実、地域福祉の推進

を述べられています。地域のコミュニティーの維持存続にも聞こえの支援は必要ではないか

なというふうに思うわけなんですけれども、ぜひそういう意味では、以前にも答弁で補聴器

の活用は有効であるという答弁をされてきているわけですね。近隣市町の状況を見ながら検

討していきたいんだと、そういう答弁をされています。もう既に印西市が補聴器を導入して

いるわけです、補聴器助成をね。そういう意味では、各自治体も補聴器を導入せざるを得な

い状況になってきているのではないか。確かにこれも国の方で論議されていますが、いまだ

に何ら動きはございません。ただ、市民の中には難聴者が増えていくということで、そうい

う意味では何らかの対策を取っていく必要はあるんじゃないか。

それから、先ほども申し上げましたけれども、難聴になることによって認知症になる危険因

子を持つことになるわけですから、認知症にならないためにも、そういった施策が必要であ

るというふうに思います。

その点について、再度、実施の方向での検討を求めるわけですが、いかがでしょうか。

○福祉部長（吉田正明君）

補聴器への助成ということでございますけれども、補聴器につきましては、先ほど議員から

もお話がございましたように、専門医の指示に基づいて、利用する方の状態に合わせて細か

な調整が可能になってくるような補聴器については２０万円から３０万円というようなこと

で、かなり高額なものとなってまいります。

現在、助成制度を行っております自治体の助成限度額につきましては２万円から３万５千円

ぐらいというふうに承知しておりますけれども、仮に同様の水準で購入費の助成制度という

ものを本市において創設した場合に、国からの補助制度がない中で財源の確保ということが

重要になってまいります。

そういった中で、高齢者福祉に関しましては高齢者数の増加、それから高齢化率の上昇が続

いている中で、高齢者の方々のニーズに加えまして、必要度あるいは効果などを踏まえて施

策を決定して、高齢者の福祉の進展というものに現在努めているところでございますので、

今後、国あるいは県、また他自治体の動向を注視してまいりますとともに、他事業とのバラ

ンスや、実施にあたっての事業効果というものを慎重に見定めてまいりたいというふうに考

えております。

○丸山わき子君

先ほども申し上げましたけれども、八街市の財政調整基金を活用すべきだと。市民の皆さん

からの税金を貯蓄しているわけですけど、市民が必要とする制度、そういうところには活用

していくと。年間、１千万円も、補助する内容にはなってこないんじゃないかと思うんです。

先ほど２万円から５万円というような、そういう数字が出されていましたけれども、各自治

体で取り組む内容によって変わってくると思いますけれども、そんなに何千万円も活用する
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わけじゃないわけですね。そういう意味では、やはり市民の納めた税金は市民のためにきち

んと還元していく、そういう取組をぜひ求めます。八街市の方では有効性を認めながらも実

施していない、それはやはり市民に対してあまりにも失礼な話だと私は思います。補聴器の

有効性を認めるのであれば、一日も早く実施を求めてまいります。よろしくお願いいたしま

す。

次に、高過ぎる国保税の引下げについてなんですけれども。

国保税について、本当に八街市は高過ぎるという悲鳴がずっと長い間、上がっています。八

街市の令和４年４月１日現在の短期保険証、資格証明書の発行率は印旛郡市内で２番目に高

い。払いきれなくて短期保険証や資格証明書をもらわざるを得ない状況になってしまってい

るわけですね。平等割は印旛郡市で最も高い３万２千円となっているわけです。こうした市

民への厳しい課税状況の一方で、国保の財政調整基金は５億６千万円の残高となっているわ

けですね。印旛郡市内で２番目に積立金を保有している。今、国保税を何とかしてくれとの

悲鳴に応えて、国保財政調整基金を活用して国保税の引下げを求めるわけですが、その点に

ついて、どのようにお考えなのか、お伺いいたします。

○市長（北村新司君）

答弁いたします。

本市の国保財政は、今後の団塊世代の後期高齢者医療保険への移行による被保険者数の減少

や、コロナウイルス感染症の影響等による収入の減少により、保険税課税額の減少が見込ま

れ、また一方で医療の高度化等による医療費のさらなる増加により、国保財政が不安定な状

況になります。このような中で国保税を引き下げることは困難であると考えております。こ

れは本市に限らず他の自治体も同様でありまして、ここ数年で保険税の引上げを検討してい

る自治体も多くございます。

本市といたしましては、保険料を上げることなく現状を維持したまま、人間ドック助成事業

や、ＡＩを活用した特定健診の受診率向上に努めるなど、予防医療の充実を図ることにより、

医療給付費等の支出を抑制し、持続可能な国保事業の運営に努めたいと考えております。

○丸山わき子君

一般会計から制度に基づかない繰入金、印旛郡市７市２町のうち５市１町は繰入れをしてい

ますが、八街市は繰入れをしていないんですね。それでも余剰金を５億６千万円持っている

わけです。こうした積立金５億６千万円の一方で、令和３年度の収納率は８８パーセントと、

大変低いわけです。やはり支払える国保税への環境を整えるべきだと。払える国保税にして

いく、このことが今求められているんじゃないかというふうに思うんですけれども、改善策

は考えないんでしょうか。

○国保年金課長（黒川康裕君）

先ほど市長の答弁でもございましたとおり、ここ１、２年で後期高齢者医療へ被保険者が移

行しますので、さらに国保財政収入が減少することが見込まれております。今後、統一の保

険料等もございますので、今現在、法定外の繰入れをしている市町村におきましても、法定
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外繰入れの解消を行う方向で考えている市町村が多くございます。

本市といたしましては、法定外の繰入れはしておりませんので、今現在の保険料のまま、何

とか財政調整基金を使って保険料を上げないで、今後しばらくは行きたいと考えております。

ただ、県から、来年度の金額等はまだ出ていませんので、ちょっと詳しいことは言えないん

ですが、来年度以降は財政調整基金を取り崩しての予算編成になるかと思われますので、今

はちょっと保険料の引下げというのは考えておりません。

○丸山わき子君

来年度、収入が減るんだということを言われていますけれども、後期高齢者に移行する方が

多いからと。しかし、収入が減ったにしても医療費は、人数が減っているわけですから、そ

れに対応した医療費しか出ていかないわけですね。それは理由にはならない。

やはり今、一世帯当たり３万２千円の平等割で、これを１万円引き下げたとしても、５億６

千万円ある国保財政調整基金から１億２千万円活用すれば可能だと。暮らしが大変なときに、

支払えないような保険料を市民に押しつけて徴収強化だけを進める、こんなやり方はない、

こんな冷たい市政はないと私は思います。国保税を何とかして、の悲鳴をしっかりと受け止

めて、八街市で来年度からはきちんと国保税引下げの対応ができる、そういう取組を求めて

おきます。

次に、介護保険料の引下げであります。

６月からの年金の引下げや、また１０月からの７５歳以上の医療費窓口で２倍の負担増、ま

た介護保険料を納めながら、いざ使うときには利用料が高くて必要なサービスが受けられな

いなど、高齢者の負担増は暮らしを脅かしているわけですね。物価高騰の下で、介護保険料

の引下げは切実な状況となっています。

今、介護保険準備基金の積立金は９億３千万円あるわけですね。この積立金を使って、保険

料の引下げを求めますが、いかがでしょうか。

○市長（北村新司君）

答弁いたします。

現在の介護保険料につきましては、令和３年度から令和５年度を計画期間とした介護保険事

業計画において設定したもので、全国平均６千１４円に対しまして千葉県は５千３８５円、

都道府県で比較しますと一番低い基準額になっております。

令和６年度から令和８年度の介護保険料につきましては、令和５年度中に策定する介護保険

事業計画の中で設定する予定となっております。今後の介護保険事業計画では、団塊の世代

の方が２０２５年には７５歳以上に、また２０４０年には団塊ジュニア世代が６５歳以上に

なります。こうしたことを踏まえまして、現状分析や被保険者数、要介護認定者数、介護保

険サービス需要量等の各種推計を行い、介護保険事業の安定的な運営を図るとともに、介護

保険料の算定につきましては被保険者の負担を最小限に抑えられるよう、介護給付費準備基

金の活用も含めまして、慎重に検討してまいりたいと考えております。

○丸山わき子君
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次期計画での給付費はどのぐらい必要と考えていますでしょうか。

○高齢者福祉課長（岩間友紀子君）

次期計画での給付につきましては、令和５年度中に各種推計を行いまして、その先の３年間

どれほど給付費が必要かを推計した上で決めさせていただくものでございますので、今の時

点では数字の方はお答えできません。

○丸山わき子君

今９億３千万円あるわけですけれども、全額が必要というふうには到底考えられません。約

３分の１程度が給付費として充てられていくのかなと、例年の状況ですと。

今、３か年計画の途中なんですけれども、介護給付費準備金の取崩しをして、保険料の引下

げは可能であるというふうに思うわけです。先ほど、取崩しができない理由が示されました

けれども、基金は保険者の納めた保険料なんです。暮らしを圧迫している、この時期こそ、

保険料を取り崩して介護保険料の負担を少なくする、そういう取組が本当に今求められてい

るというふうに思うわけです。そういう点で、ぜひ来年度は保険料の見直しをしていただい

て、市民の皆さんが本当に物価高騰の中で安心して暮らしていける、あるいは安心して介護

保険制度が利用できる、そういう状況をつくっていただきたい。このことを申し述べておき

ます。

○議長（鈴木広美君）

丸山議員、しばらくお待ちください。

先ほど、こちらの機械操作ミスがございまして、発言時間が残り１時間１０分になっており

ますが、２分間削らせていただきます。残り時間は１時間８分ということで、ご了解をお願

いいたします。

○丸山わき子君

それでは時間がございませんので、次に急いで行きます。

次に、消防団の改革についてであります。合理的で機動力の高い消防団にということで、今

回質問させていただきますけれども。

検討委員会がいまだ発足していません。早急な取組が求められております。一体どのような

内容で、またどのような方向での検討をしようとしているのか、その辺について、答弁いた

だきたいと思います。

○市長（北村新司君）

答弁いたします。

まず初めに、八街市消防団の皆様におかれましては、生業を持ちながら火災や自然災害の発

生時には市民の生命財産を守るために多大なるご尽力をいただいておりますことに、まずは

感謝を申し上げる次第でございます。

消防団の現状は、少子高齢化の進行や、会社員などの勤め人の増加による就業構造の変化に

伴い、地域の防災活動の担い手である消防団員の確保が困難な状況になっており、多くの分

団において消防団ＯＢの再入団や自治会役員の入団などによって分団運営を維持していただ
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いております。

このような状況から、八街市消防委員会、八街市消防団、佐倉市・八街市・酒々井町消防組

合、八街市区長会から選出いただいた委員で構成する、消防団の在り方に関する検討委員会

を設置したところでございます。この検討委員会では、八街市消防団を将来にわたり持続可

能な消防団にするため、その在り方について、協議検討していただくことにしております。

検討いただきたい内容につきましては、短期的な視点では、消防団員の負担軽減を図ること

による入団しやすい環境づくりや、消防団員数の減少を抑制するため、市消防操法大会や消

防出初め式といった各種行事の開催方法などを検討していただきたいと考えております。中

長期的な視点では、分団の再編や、将来にわたって消防団員を確保するための施策などにつ

いて、検討していただきたいと考えております。

この検討委員会での意見を尊重し、持続可能な防災組織の確立につなげてまいりたいと考え

ております。

○丸山わき子君

消防団員の負担軽減、それから団員の減少傾向に歯止めをかけること、また災害時の救援活

動の重視、そして消防団の再編など、地域消防の在り方の見直しにスピード感を持って取り

組むことが求められているというふうに思うわけなんですけれども、いつまでに結論を出そ

うとしているのか、その辺についてはいかがでしょうか。

○総務部長（片岡和久君）

お答えします。

先ほど市長からも答弁しましたが、検討委員会において検討する項目としては、短期的な検

討事項と、将来を見据えた中長期的な検討事項がございます。検討委員会の最終報報告には

一定の期間が必要と考えますが、消防団員の負担軽減による環境づくり、また消防団に対す

る理解の促進など、早期に実施する事項を中間報告として報告いただき、すぐにでも実施し

ていきたいと考えております。

○丸山わき子君

その中間報告というのは、いつぐらいまでに求めようとしているのか、その辺についてはい

かがでしょう。

○総務部長（片岡和久君）

年度内には最初の会議を開催したいと思いますが、数回の会議が必要と思いますので、いつ

頃というのは、ここではちょっと申し上げられませんが、なるべく早い段階で、検討事項が

固まり次第、その都度、報告していただき、実施していきたいと考えております。

○丸山わき子君

この間も、９月に立ち上げますよということだったんですが、結局は年度内というようなこ

とで、どんどん押せ押せになってきちゃっているわけですね。やはり一定の期間を設けて、

きちんと対応していただく、スピード感を持った対応をしていただくことを求めたいと思い

ます。
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それから、多くの市民が検討会に期待を寄せているわけですけど、当然これは公開されるん

でしょうか。

○総務部長（片岡和久君）

その辺はちょっとまだ検討しておりません。

○丸山わき子君

当然これは密室でやることではありません。市民が最も今、何とか改善してほしいという希

望を持っている内容でありますので、当然公開すべきであるというふうに思います。ぜひそ

ういう点での取組をお願いしたいと思います。

それから次に、（３）北総中央用水事業について、お伺いいたします。受益農家の実態から

の見直しと取組をということでお伺いするわけですけれども。

農家戸数が年々減少しており、２０２０年の国勢調査では、農家戸数９３２戸のうち後継者

を確保している農家は２０３戸となっています。北総中央用水事業が始まった昭和５４年当

時とは大きく、さま変わりしています。受益を外してほしいという切実な声が、あちこちか

ら聞かれているところであります。これからの北総中央用水事業について、必要なところへ

の供給とともに、受益を外してほしいという受益者対策が求められていると思います。

農業振興法では国営事業の完了後、国の監視期間３年を経過した後、８年たてば受益を外す

ことができるとしています。本事業は令和１５年３月３１日となるわけですが、既に農業者

でない受益者も含めた実態調査と、地区ごとの対応策をまとめることが必要ではないかとい

うふうに思いますが、その辺について、どのようなお考えなのか、お伺いいたします。

○市長（北村新司君）

答弁いたします。

北総中央用水土地改良事業につきましては、令和２年度に国営事業が完了し、令和３年度よ

り北総中央用水土地改良区の本格的な運営が開始されたところであります。北総中央用水を

利用している農家の方々は安定した農業用水を利用できるようになり、本市の農業振興を図

る上でも欠かせないものとなりました。また、農業用水としての機能だけではなく、防火用

水としての利用もでき、地域用水としての機能も有しております。

ご質問の受益農家の実態からの見直しの取組につきましては、土地改良区に確認しましたと

ころ、令和２年度に国営事業が完了し、その後、令和４年度に維持管理について国や県の支

援が受けられるように、組合員等への同意及び県知事の許可を得て維持管理計画の変更を

行った段階で、計画受益地の見直しは非常に厳しいものであると聞いております。また、見

直しについては、土地改良区の理事会や総代会で審議され、その後、本市だけでなく関係７

市や国や県も含めた協議が必要となり、見直しの内容によっては組合員の負担が増え、結果

的に土地改良区の安定した運営に影響を及ぼすことが想定されると聞いております。

しかしながら私も、北総中央用水に対する相談や要望を多くの農家の皆さんから伺っており

ます。農業者の高齢化や後継者不足など、土地改良事業が開始された当時とは農業情勢が大

きく変化しているところであり、土地改良区で見込んでいる利用者数を満たしていない状況
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でございます。また、今後の受益拡大については、地域の合意形成が思うように進まないこ

とから厳しい状況であると認識しております。

現在、私は土地改良区の理事長も兼ねておりまして、理事会では、農業を営んでいない組合

員の負担軽減を図るため、賦課金の在り方について、今議論しております。また、受益農家

の見直しと併せた受益地からの除外について、法的にできるのか、また同様の事例や、実施

したことで受ける影響など、様々な視点からの調査研究を土地改良区に依頼するとともに、

北総中央用水土地改良事業推進協議会などでは、関係市の首長や関係機関のご意見も伺って

みたいと考えております。

私は常々、農家の皆様が安心して農業が継続できるよう、農家負担の軽減と併せて、土地改

良区の様々な問題点を解決していくには国の支援が必要不可欠であると考えております。国

に対しましては、農業政策全般の話の中でも土地改良区についての現状を伝え、そしてご理

解いただき、現状に即した制度改正も含めて、さらなる国の支援を強く要望してまいります。

先般、北総中央用水土地改良事業推進協議会として、近隣の首長とともに農林水産省に出向

き、土地改良区組合員の安定した農業経営と受益拡大を通じた改良区の運営の自立化の実現

に向けた国の支援について、要望したところでございます。

今後も引き続き様々な機会で関係機関と連携を図りながら、国へ粘り強く要望していくとと

もに、市としましても、土地改良区及び県と連携を図りながら、農業支援に取り組んでまい

りたいと考えております。

○丸山わき子君

北総中央用水は、必要なところには必要ですが、圧倒的多数の農家の方々にとっては、もう

農業はやらないという、そういう方々がいるわけで、その方々への対策も注視しなければな

らないというふうに思います。１０年後まで受益を外すことができないならば、緩和措置的

な対策をもっともっと検討していかなければならない。こんなふうに思います。

それから、受益を外せば、余剰水をどうするのか、こういう問題も出てくるかと思います。

水利権は県に返すとか、あるいは北総の改良区内で活用をもっともっと検討していくとか、

そういった課題も今あるのではないかという点で、積極的な対応策を。特に市長は今、北総

中央用水の理事長をやっているわけですから、こういう立場を活かして、ぜひ前向きな検討

をお願いしたいというふうに思います。

それから、上水道事業について。将来的に市民の負担増とならない方向づけを、市長の４期

目の間に、ぜひとも取っていただきたいということで、質問するわけであります。

市長はこの間、県内で２番目に高い印旛広域水道料の調整基本料金について、千葉県企業局

に支払う行財政使用料及び業務委託料など、約１７億円の引下げの要望や、それから暫定井

戸の存続に向けての７市２町の市町連盟の申入れなど、努力されてきています。これは大変

評価するものであります。

今後、八ッ場ダムとともに霞ケ浦導水完成後の受水が本格的に始まれば、市財政からの補助

は不可能となり、また水道料金アップにつながることは明白であります。この間も提案して
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きましたけれども、暫定井戸の活用、県の余剰水の活用で、将来的に市民に負担が生じない

取組を求めたいと思いますが、市長の考えをお伺いいたします。

○市長（北村新司君）

答弁いたします。

八街市の水道は、利根川水系の水を千葉県企業局が浄水した後に受水した水と、八街市内８

か所の井戸からくみ上げて消毒した水を混合し、市内に供給しております。しかしながら、

千葉県の環境保全条例により、将来的に八街市をはじめ、近隣の市町では水源の井戸を廃止

しなければなりません。井戸は災害時における貴重な水源であり、受水量の増加は使用者の

費用負担が増すおそれから、印旛地域の市町においても同一の課題となっておりまして、複

数の水源確保の重要性などを理由とした暫定井戸の継続利用の要望を、来年２月をめどに、

市町長の連名で、熊谷千葉県知事に提出したいと考えております。

また、印旛地域の水道用水供給事業と県営水道との統合に係る要望書を印旛郡市９市町長連

名で、本年７月に熊谷千葉県知事に提出したところであり、送水に係る経営の効率化を図り、

受水単価の引下げにつながるよう、働きかけております。

今後も安全で良質な水の安定供給と、市民の負担増にならないよう、水道事業経営の調査研

究を進めてまいりたいと考えております。

○丸山わき子君

ぜひその方向を堅持していただきたいというふうに思います。印旛広域水道ビジョン、また

八街市の水道ビジョンを見ましても、人口減少、水余り、財政圧迫というのは目に見えてい

るわけですから、霞ケ浦導水あるいは八ッ場ダムからの受水だけではなくて、やはり暫定井

戸を活用しながら、井戸水を活用して、市民の水道料金の負担にならない、そういう取組を

ぜひ進めていただきたいというふうに思います。

最後、地域経済活性化への取組についてなんですけれども、少子高齢化に向かう中で、今後

の八街市の市財源確保は大きな課題だろうというふうに思います。やはり八街市の経済の屋

台骨である農業、中小業者でいかに豊かな街づくりを進めるかが今問われているというふう

に思います。

①農業の振興についてであります。

市の農業の活性なくして市内経済の発展はない、私はこのように思っております。２０２０

年度の国勢調査でも、本当に農家戸数がどんどん減っている実態が明らかであり、農業経営

が本当に大変な状況になっているわけですけれども、この中で打開策、農業政策に対する打

開策が今必要ではないかというふうに思っています。

その辺については、どのようにお考えでしょうか。

○市長（北村新司君）

答弁いたします。

農業の振興につきましては、本市の基幹産業である農業は家族経営を主体とした、スイカや

ニンジン、里芋など、野菜の産地として、大消費地に隣接するという地域の特性を活かした
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都市型農業として発展してまいりました。こうした中、本市ではこれまでに農業用の機械や

施設の導入を推進し、家族経営における農作業の効率化、施設園芸による高所得農業の実現

に向けた取組や、農協などの関係機関と連携した販路の拡大として農産物のＰＲなど、本市

の農業の活性化に取り組んでまいりました。

また、本市におきましても人口減少、農業従事者の高齢化や後継者不足による農業経営の減

少、それに伴う耕作放棄地の増加など、他の地域同様の課題がございます。

今後におきましても、農業基盤の整備や担い手の育成に努めるとともに、活力ある民間の力

を活用した街づくりを進めていく中で、新たな農業活性化策につながる取組を検討してまい

りたいと考えています。

○丸山わき子君

積極的な市長の答弁でありますけれども、新たな農業活性化を求めていくという答弁であり

ますけれども、やはり私は八街市の発展のためには専門性を持った職員の配置も必要ではな

いかというふうに思うんですけれども、その辺、市長、どうでしょうか。

○経済環境部長（相川幸法君）

現在、本市職員への農業専門職の配置はされておりませんが、八街市を管轄する県の印旛農

業事務所には国家資格を有する普及指導員が八街市担当として配置されております。これま

でも農業技術や経営相談、様々な情報提供などのサポートをいただいているところでござい

ます。今後におきましても、八街市担当の専門職員の配置や、今後の様々なサポートをお願

いいたしまして、印旛農業事務所と連携を図りながら、本市農業の発展に努めてまいります。

○丸山わき子君

今まで、農家がどんどん減るような農業の状態になっちゃっているわけですから、ここで改

めて切り替えるのであれば、本当に専門職を配置して、どういった農業経営が必要なのかと

いうことで、もっと突っ込んだ取組をしなければならないんじゃないか。今までどおりだっ

たら、もっと農家戸数は減っていっちゃうんじゃないですか。そういう点で、今思い切った

取組を私は求めておきます。

それからもう一点、事業者支援と雇用の確保についてであります。

これも、八街の地域経済活性化の中では本当に重視していかなければならない問題であると

いうふうに思います。２０１６年の経済センサス活動調査結果では、市内の事業所は２千３

７０事業、従業員は１万９千２１４人で、減少が続いているわけですね。事業所も、そこで

雇用される人数もどんどん減っている。従業員数が１９名以下の小規模事業所は、全事業所

の約半数を占めている。やはり小規模事業所への支援、中小企業が人材を確保する際の補助

など、具体的な支援が求められているというふうに感じます。

そこで、地域経済活性化条例を制定して、施策を展開していくべきじゃないかというふうに

思いますが、その辺について、お伺いいたします。

○市長（北村新司君）

答弁いたします。
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まず初めに、事業者支援につきましては、主なものといたしまして、事業資金の融通を円滑

にし、市内中小事業者の振興を図る目的といたしまして、八街市中小企業資金融資制度を設

け、金融機関による融資に対しまして、利子補給による支援を行っているところでございま

す。

また、市内において土地を取得し、新たに事業を開始する事業者に対しましては、事業の用

に供する土地や家屋、償却資産に係る固定資産税納付相当額を助成する八街市企業立地促進

助成金制度を設けているところであります。

このほか、コロナ禍において奮闘されております事業者の皆様への支援策といたしまして、

中小企業元気アップ給付金事業をはじめとする様々な支援事業を行ってきたところであり、

本年度におきましても物価高騰などへの支援策といたしまして、ファイトやちまた中小企業

等支援金事業を実施したところであります。

また、商工会議所とは定期的に連絡会議を行い、市内事業者の状況把握に努めるとともに、

昨今の原油価格高騰に関する特別相談窓口を開設してもらうなど、連携を図って、事業者支

援を行っているところであります。

市といたしましては、地域経済活性化に関する条例を制定する予定は現段階ではございませ

んが、近隣の自治体を参考に、先ほど申し上げました各施策に加えまして、市内事業者や新

たに創業される方への支援策を、商工会議所とも連携を図りながら、調査研究してまいりま

す。

次に、雇用の確保につきましては、地域に合わせた雇用対策が求められる中、本市では市内

及び近隣市町の事業所等に求人の機会を提供することにより就労を希望する方の支援を行い、

また雇用などに関する情報を提供する就労支援サイト「ジョブ・ナビ・やちまた」を運営し、

雇用の促進を図っているほか、千葉県ジョブサポートセンター「ジョブカフェちば」及び近

隣市町と連携を図り、定期的に就労支援セミナーを開催し、就職につながるためのノウハウ

を学ぶ機会を提供するなど、雇用の確保に努めているところであります。

また、小谷流の里ドギーズアイランドをはじめとするユニマットグループによります関連施

設におきましては、従業員の約４割程度が八街市民であると伺っておりまして、今後も八街

市民の雇用拡大が期待されているほか、同グループによります八街市未来都市事業構想にお

きましては、ひとり親家庭への支援といたしまして、保育所併設のシングルマザー専用の住

宅を建設して、関連施設において働いていただくといったことも今検討されていると伺って

おります。

また、新たに本市に進出予定であります別の企業におきましても、八街市民を中心に、５０

人程度の雇用を予定されていると伺っております。

市といたしましても、このような雇用機会の拡大が期待できる企業を積極的に誘致してまい

りたいと考えております。

○丸山わき子君

この間、中小業者に対しては、その時々の施策を実施してきましたという答弁でございまし
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たけれども、抜本的に、このまちの中小業者あるいは事業所をどう発展させていくのか、そ

こら辺が必要ではなかろうかというふうに思うわけなんですね。

私が地域経済活性化条例を制定したらいかがかと提案いたしましたのは、中小業者の皆さん、

職員の皆さん、あるいは有識者の皆さんが参加して、八街市の実態を調査、分析することで、

どういった状況下で活性化を図っていくのか、そういう大本、土台をしっかりと作り上げて

いく、そのために条例制定を求めているところなんですけれども。

ぜひ、これからを長い目で見て、将来的に八街はどうしたらいいのか、そういうところの視

点をしっかり持った事業所支援、それから雇用の確保をしていっていただきたい。このこと

を求めまして、私の質問を終わりにいたします。

○議長（鈴木広美君）

以上で、日本共産党、丸山わき子議員の代表質問を終了します。

会議中ではありますが、昼食のため、ここで休憩いたします。午後は１時１０分より再開い

たします。

（休憩 午前１１時５９分）

（再開 午後 １時１０分）

○議長（鈴木広美君）

それでは再開します。

休憩前に引き続き、会議を開きます。

次に、やちまた２１、小澤孝延議員の代表質問を許します。

○小澤孝延君

やちまた２１の小澤孝延です。会派を代表して、質問させていただきます。

まずは、先月執行されました八街市長選挙で４期目の当選を果たされた北村市長には、今ま

での実績を踏まえ、住んでよかったと思える街づくりに向け、さらなるリーダーシップの発

揮を期待いたします。

近年、急速に進む少子化や高齢化、また東日本大震災をはじめとした、房総半島台風などの

大規模自然災害、さらには新型コロナウイルス感染症等への対応など、課題は山積し、過去

の延長線上に未来を描くことが困難な、変革の時代を迎えています。このような先の見通せ

ない時代であるからこそ、現状の課題に対応しながらも、１０年、５０年、１００年後の未

来を見据えた街づくりへの種まきをしていかなければなりません。

そこで、令和４年３月に見直された八街市都市計画マスタープランでも、交通体系に関する

基本方針が示されています。八街市内における生活道路や通学路の安全確保や、交通渋滞等

の課題解決に向けた交差点改良や道路整備等、交通体系のさらなる充実について、お伺いい

たします。

まず、交通体系の充実、道路等交通網整備についてでございます。

令和３年３月、昭和の時代からの念願であった八街バイパスが全線開通し、主要地方道の千

葉八街横芝線の迂回ルートとしての市内中心部の交通集中は解消されつつあると感じていま
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す。主要地方道の八街三里塚線や八日市場八街線からの流入車輌は相変わらず市内中心部を

通過し、特に大型車輌の通過時は、道路の幅員が狭いため、小・中学校の児童・生徒は接触

や巻き込みの危険の中で登下校しています。

特に、八街十字路は右折車線が整備されていないため、慢性的な渋滞を引き起こしています。

そこで、八街十字路交差点改良と国道４０９号を迂回するバイパスの整備について、当市の

考えをお伺いいたします。

○市長（北村新司君）

答弁いたします。

八街十字路交差点につきましては、新たにバイパスが開通したことにより交通渋滞が緩和さ

れているように見受けられますが、通勤時間帯や季節によっては渋滞が収まらない状況にあ

ることは認識しております。

次に、国道４０９号線を迂回するバイパスにつきましては、八街都市計画マスタープランの

中では、国道４０９号線の交通を分散させることで渋滞の緩和に寄与するとともに、回遊性

の向上や自動車を街中に円滑に誘導するため、八街都市計画道路３・４・３号八街神門線、

３・４・４号榎戸八街線、３・４・５号松林文違線を中心環状軸として位置づけており、こ

のうち八街都市計画道路３・４・３号八街神門線につきましては八街バイパス全線が開通し

たほか、八街ろ地先から佐倉市岩富地先を結ぶ区間の道路整備事業を現在進めているところ

でございます。

○小澤孝延君

先ほどもお話ししたように、バイパスはできましたが、八街市内を横断する車輌については、

依然として大型車輌を中心に多い現状があります。国道４０９号線や、今申しました主要地

方道の千葉八街横芝線をはじめ、路面の痛みが顕著になっている箇所が散見されます。

広域幹線道路の補修計画及び進捗状況について、お伺いいたします。

○建設部長（市川明男君）

市内を通ります国道や県道を管理いたします千葉県印旛土木事務所に確認いたしましたとこ

ろ、市内におきましては今年度、国道４０９号線や県道千葉八街横芝線で舗装修繕等を実施

したということでございます。

また、引き続き、ひび割れや轍掘れ等、路面の劣化状況を勘案しながら、適宜修繕を実施し

ていくということで、当市からも修繕依頼等は随時、適宜お願いしているところでございま

す。

○小澤孝延君

あわせて、踏切ですね。ＪＲとの連携や調整が必要となりますけれども、市内各所の踏切の

路面の補修、さらには幅員の拡張等についてはどのように検討されているのか、お伺いいた

します。

○建設部長（市川明男君）

ご存じのとおり、ＪＲの踏切でございますので、ＪＲ東日本千葉保線技術センターの方に確
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認させていただいたところ、踏切内の路面補修等につきましては道路管理者、県と協議を行

いまして、補修が必要と認められれば補修していただけるということでございました。

また、踏切の幅員の拡幅でございますが、こちらにつきましては以前より要望しているとこ

ろでございますが、ＪＲの意向としては踏切をなくしたいというような思いがございます。

このため、拡幅についてはかなり難しいということを、口頭ではございますが、言われてお

ります。しかしながら、歩行者の安全を確保できるよう、拡幅につきましても理解を求める

ことができますよう、引き続き要望してまいりたいと考えております。

○小澤孝延君

市内で通学路となっている踏切は、県道２２号線の銚子街道踏切、あとは八街駅の国道４０

９号線のところ、あそこもなっているんでしょうかね、通学路に。大分、線路の痛み等々も

目立ってきていますから、その辺りについては改めてＪＲ等との調整の中で早急に対応いた

だければと思います。

続きまして、国道４０９号の四木入口交差点は右折車線がないため、慢性的な交通渋滞が常

態化しています。こちらの改良等を含めた対応の状況について、お伺いいたします。

○市長（北村新司君）

答弁いたします。

国道４０９号線の四木入口交差点につきましては、事業主体が千葉県印旛土木事務所であり

ますので、市といたしましては引き続き県に強く要望しているところでございます。

県では、現在、八街市内において国道４０９号の住野交差点などの事業が進められておりま

して、その進捗を踏まえて、地元の八街市と調整を図りながら検討するというふうに聞いて

おります。

今後も県と連携を図りながら、動向を注視しながら対応してまいりたいと考えております。

○小澤孝延君

続いて、東吉田の交差点から、市道２１０号線の歩道整備が順次進んでいるかと思いますが、

こちらの進捗状況と完了時期等々が定められていれば、お伺いいたします。

○市長（北村新司君）

答弁します。

市道２１０号線の歩道整備につきましては、東吉田地先の向台交差点付近から南に約１千５

００メートルの区間を、平成２７年度より国の交付金を活用しながら計画的な整備を進めて

おり、今年度につきましても現在、約１００メートルの整備を進めているところでございま

す。

工事完了については、未整備区間が約４７０メートルございますので、用地交渉等、土地所

有者のご協力も必要となることから、数年かかると思われますが、引き続き、歩行者が安全

に通行できるよう、計画的に整備を進めてまいりたいと考えております。

○小澤孝延君

その延長になりますが、市道２１０号線と市道１１４号線が交わる交差点、こちらは交通量
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も多く、危険な交差点として認識されています。信号機設置等を含めて検討されているよう

ですが、改良状況等について、お伺いいたします。

○建設部長（市川明男君）

ご質問いただきました市道２１０号線と市道１１４号線が交わる交差点改良でございますが、

平成１２年３月３１日付で一旦は千葉県公安委員会との協議の方は終了いたしまして、事業

の方を進めたいというふうに考えていたところでございますが、周辺の用地取得等が進まな

かったことから、現時点では終了となっております。

しかしながら、この交差点につきましては事故が多発していることから、地元区などからも

危険箇所として要望もいただいており、危険箇所として認識しております。このため、今後

も引き続き土地所有者のご理解とご協力をお願いしまして、交差点改良の着手に向けて、努

力してまいりたいと考えております。

○小澤孝延君

ちなみに今後、改良が進む目途とか、感触的なものがあれば、お伺いしたいんですが。

○建設部長（市川明男君）

こちらの交差点に関してもそうなんですが、１つの事業についても改良工事は非常に費用が

かかります。通学路の緊急安全点検におきましても長期的なものもございます。やはり用地

等が取得できたものから計画的に、国の交付金を活用しながら事業を進めざるを得ないとい

うふうに考えております。このため、大変申し訳ありませんが、詳しい年度の期間、目標と

いうのはなかなか決められませんので、ご理解いただければと考えております。

○小澤孝延君

ありがとうございます。ぜひ頑張ってください。

続いて、先の八街市都市計画マスタープランでは、八街バイパスは、先ほどの市長答弁の中

にもありましたけれども、主要地方道の千葉八街横芝線を横断して、一般県道の神門八街線

に接続する計画にしていたと認識しています。

都市計画道路３・４・３号八街神門線と八街バイパスの接続については現在どのような検討

がされているのか、お伺いいたします。

○市長（北村新司君）

答弁いたします。

令和４年１月２７日付で国から事業認可されました八街都市計画道路３・４・３号八街神門

線と佐倉都市計画道路３・４・２０号岩富海隣寺線を結ぶ道路整備につきましては、千葉県

印旛土木事務所において事業を進めているところでございますが、ご質問の八街バイパスへ

の接続までは残念ながら現時点では事業化されておりません。しかしながら、将来的には本

市の発展のためには必要であると考えております。

○小澤孝延君

八街バイパス、さらには国道４０９号を含めた八街市内の交通渋滞、道路形態を考えると、

八街バイパスから３・４・３号線につながるというのが１つのポイントになってくるんじゃ
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ないのかなと強く感じております。

あわせて、国道４０９号を迂回するバイパスを整備することによって、八街市内は円滑に交

通が流れていくんだろうなという思いもしますので、ぜひ都市計画マスタープランに描いて

いる計画を、いつまでに実行するのかということを踏まえた事業展開をぜひ進めていただけ

ればと思います。

続いて、酒々井プレミアムアウトレットは、酒々井町、富里市、八街市への交通アクセスが

集中している場所にもなります。特に佐倉インターチェンジへの抜け道の交通量が増加して

います。

そこで、市道１０３号線から酒々井プレミアムアウトレット、さらには八街市内、佐倉イン

ターチェンジ等へのアクセスも含めた道路整備を、佐倉市、酒々井町等々と連携をしながら

進めてはいかがか、お伺いいたします。

○市長（北村新司君）

答弁いたします。

市道１０３号線から酒々井プレミアムアウトレットへの道路整備計画は、現在のところはご

ざいません。しかしながら、酒々井インターチェンジに隣接していることもあり、酒々井プ

レミアムアウトレットが拡張され、ますます経済効果や周辺地域の活性化が期待されている

ところでございます。本市といたしましても榎戸駅からのアクセス道路としての長期道路構

想の策定は重要であると考えておりますが、市道１０３号線から酒々井プレミアムアウト

レットへのルートは、谷津などの起伏やカーブも多く、かつ昨年度に痛ましい事故のあった

通学路と重複しており、大型車輌の交通規制も一部設定していることから、現段階では難し

いものと考えております。

今後、様々な観点から考えられる形態を調査研究してまいりたいと考えております。

○小澤孝延君

続いて、八街市の発展には成田空港との連携というのが欠かせないものと考えております。

物流や人流を取り込んでいくためにも、成田空港から直接、八街市にアクセスできる道路整

備が必要だと考えております。

そこで、富里市や成田市などの隣接した市町と連携した国道４０９号線の延伸等から、当市

の発展につながる道路整備の考えについて、お伺いいたします。

○市長（北村新司君）

答弁いたします。

成田空港につきましては、第３滑走路の新設など、さらなる機能強化が計画されていること

から新たな雇用の創出なども期待されており、八街都市計画マスタープランにおいても成田

空港のさらなる機能強化を、本市の発展への貢献が期待できる広域プロジェクトとして位置

づけております。また、国道４０９号の整備といたしましては、現在、住野交差点改良工事

を千葉県印旛土木事務所において進めていただいているところでございますが、成田空港ま

での新たな道路整備計画については、現時点ではございません。
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○小澤孝延君

都市計画マスタープランを作成するにあたっては、多分１つの市町だけでは完結しないとい

うことも多々あろうかと思っています。近隣市町と連携した都市マスタープラン、交通イン

フラを整備するにあたって、具体的な連携の状況等があれば、お伺いいたします。

○建設部長（市川明男君）

本市の都市計画マスタープランを作成するにあたりまして、近隣市のマスタープランとの整

合を図る観点から、各市町村に赴きまして、情報等を共有させていただいております。その

中で、本市におけるマスタープランの中では、広域プロジェクトと申し上げましたが、先ほ

ど市長が申し上げたとおり、成田空港のさらなる機能強化、また酒々井インターチェンジを

活用した地域振興、さらには東金市におけますスマートインターチェンジ構想の整備という

ものを、後期プロジェクトとして、２、３本ほど、挙げさせていただいております。

○小澤孝延君

都市計画マスタープランをはじめとして、様々にすばらしい計画が立案されています。それ

らを決して絵に描いた餅にすることなく、計画を実行する、完遂するためにはどのようなこ

とが今必要なのか、そこに向かっての具体的な計画と行動が必要ではないかなと思いますの

で、ぜひそれについては、様々な課題はあろうかと思いますけれども、進めていただければ

と思います。

続いて、（２）多様な移動手段について、お伺いいたします。

令和５年１０月より導入を予定していますデマンド型乗合タクシーへの期待と不安を、多く

の市民から耳にしています。市内全域への配車の台数ですとか、近隣市町と連携した市内外

への乗り継ぎ等を含めた概要について、お伺いいたします。

○市長（北村新司君）

答弁いたします。

本市では令和３年５月に策定しました八街市地域公共交通計画に掲げた施策、移動ニーズに

応じた外出支援策の見直し・導入に基づき、令和５年１０月から交通空白地域の解消や持続

可能な公共交通の構築を目的に、デマンド型乗合タクシーの実証運行事業の開始を予定して

おります。

八街市地域公共交通協議会において協議された事業計画の概要について申し上げますと、事

業名称は八街市デマンド型乗合タクシー実証運行事業。事業主体は八街市。実施期間は令和

５年１０月から令和８年３月までの２年６か月。利用対象者は八街市に住民登録されている

方。運行日及び運行時間は、国民の祝日、１２月３１日から１月３日までの年末年始期間を

除く、月曜日から金曜日までの午前８時から午後５時。運行方式は、着地場所を自宅や公共

施設、医療機関、商業施設、ふれあいバスの停留所等に限定したドア・ツー・ドア型。運行

区域は市内全域とし、北部区域と南部区域による区域内運行を基本としますが、公共施設等

につきましては区域を越えた運行を可能にするなど、利便性に配慮した運行を計画しており

ます。
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車輌につきましては、北部区域に１台、南部区域に２台の計３台の専用車輌を配置する計画

でございます。

運賃につきましては、一般の方は５００円、小学生・障害者手帳をお持ちの方は３００円、

未就学児は無料とする計画でございます。

市民の方の利用にあたっては、事前の登録と電話等による予約が必要となりますが、登録か

ら予約、配車、運行まで一貫して管理できるシステムを導入するとともに、電話予約やお問

合せに対応する専用のコールセンターの設置を検討しております。

デマンド型乗合タクシーは本市にとって新たな公共交通システムの導入となりますので、市

民の方への周知活動は十分に行うとともに、円滑な事業開始に向けて取り組んでまいります。

○小澤孝延君

ありがとうございます。

ちなみに、すみません、導入時期を令和５年１０月とした経緯について、お伺いします。

○副市長（大木俊行君）

来年、令和５年１０月とした経緯でございますが、デマンド型乗合タクシーの導入につきま

しては、新型コロナウイルス感染症の収束や市の財政状況、また令和３年１０月に見直した

ふれあいバスの利用状況の確認等を踏まえた中で準備作業を進めることとしております。導

入につきましては、事業計画の立案、八街市地域公共交通協議会での協議、交通事業者の理

解と協力、運行事業者等の選定、また道路運送法の許認可のほか、新たな事業者として十分

な市民周知が重要であることから相当の準備期間が必要と判断し、令和５年１０月からの運

行開始を目途と決定したものでございます。

○小澤孝延君

ありがとうございます。

市民への周知ということでありましたが、いつ頃をめどに詳細を市民に周知する計画なのか、

また周知方法等が決まっていましたら、お伺いいたします。

○副市長（大木俊行君）

具体的な時期や場所、開催方法等について、まだ決定されておりません。この中で、デマン

ドタクシーにつきましては本市にとって新たな公共交通の導入であります。公共交通機関と

しての特性や利用方法につきましては、市民の方の理解を促すため、十分に広報周知する必

要があると考えております。可能であれば、今年度中に市民向けの広報周知を開始しまして、

来年度には市民説明会を開催できるよう、準備を進めているところでございます。

○小澤孝延君

先ほど概要についてはご説明いただいたところでありますが、市民要望の中には、月曜日か

ら金曜日までだけではなく土日も運行してほしいであるとか、または南北合計３台で間に合

わないときには増車をという声等々も上がってくることと思いますが、改めまして市民の日

常の足として、市民が使いやすい検討を引き続き続けていただきたいと思っております。

岡山県久米南町は、デマンド交通の成功事例として注目を集めています。民間企業の基金の
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助成を受けて、ＡＩによる予約・配車システムを導入したことによって利用者数の倍増につ

ながったとのことです。

そのほかにも、全国各地を見渡すと、参考となるような取組がたくさんありますので、当市

においても、ぜひ近隣市町の公共交通網との調整や、民間企業との連携を模索するなどしな

がら、市民が利用しやすい仕組みへと継続的に改善を図っていただくよう、ぜひお願いいた

します。

続いて、公共交通網の自動運転導入に向けた実証実験が、千葉市をはじめ、各地で始まって

います。今後、自動運転による公共交通網の形成が進んでいくと思われますが、当市の計画

について、お伺いいたします。

○市長（北村新司君）

答弁いたします。

自動運転移動サービスの実現は、交通事故の低減、渋滞の解消・緩和などの運送効率の向上、

少子高齢化への対応や、新たな交通サービスの創出など、大幅な生産性向上に資する可能性

があります。国においても、これらの効果を期待し、実用化に向けたルール整備、技術開発、

自動運転サービスの実証実験を行うなど、実現に向けまして行政、民間、研究機関等が一体

となり、積極的に取り組んでおります。

しかしながら、自動運転サービスを本格的に導入、普及していくためには自動運転技術の高

度化、標準化、ルールやインフラなどの環境整備、地域を含む関係者の理解と協力など、社

会受容性の向上が必要であり、本市の公共交通網への導入は現時点では大変厳しいものと考

えております。

今後、高齢化がより一層進展し、移動手段を持たない方が増える一方で、路線バス等の公共

交通機関の運転手の担い手は不足していくことが予想されます。公共交通網における自動運

転移動サービスの導入は、このような状況を打開する新たなサービスとして期待されるとと

もに、重要性はますます高まっておりますので、本市におきましても国の動向等を注視し、

先進自治体等の取組を参考に、導入の可能性につきまして調査研究してまいります。

○小澤孝延君

ありがとうございます。

続いてですけれども、当市でも、もう既に民間企業が導入されていますけれども、カーシェ

アリングであるとかライドシェアのような、その他のモビリティサービスについてはどのよ

うに検討されているのか、お伺いいたします。

○総務部長（片岡和久君）

答弁いたします。

ご質問のカーシェアリングやライドシェアは、地域における交通課題を解決する新たな有効

手段の１つと注目されています。法の規制等があり、行政指導による導入のハードルは高い

ので、現在のところ導入の予定はございませんが、民間事業者の取組や、他の自治体におけ

る実証実験などの先進事例がございますので、これらを参考に、今後の課題として調査研究
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してまいりたいと考えております。

○小澤孝延君

先ほどのデマンド型乗合タクシーを補完する役割も十分に果たせるんじゃないかと感じてい

ますので、ぜひ先進事例等を踏まえながら、検討を進めていただければと思います。

続いて、公共交通機関の利用を補完する目的等で、２０２０年度、社会実験を含めて、約２

２０の市区町村がシェアサイクルの導入をしています。観光の足としても注目が集まってい

ますが、けやきの森で開催されたラーメン祭等々で、まちを探索するような、シェアサイク

ル等が導入されていれば、また違った楽しみ方、八街での過ごし方というのが提案できたの

ではないかと思っています。

その辺りを含めて、シェアサイクル導入についての当市の考えについては、どのようにお考

えか、お伺いいたします。

○総務部長（片岡和久君）

お答えします。

シェアサイクルは地域に設置された複数のサイクルポートを相互に利用できる利便性の高い

交通システムであり、公共交通の機能を補完し、観光振興や地域の活性化等に資するなど、

公共的な交通として重要な役割を担っています。しかしながら、シェアサイクルの事業化に

あたっては、サイクルポートの設置など、自転車利用環境の整備が必要となり、本市におい

ては現在のところ導入の予定はございませんが、民間事業者の取組や、他の自治体における

社会実験など、先進事例がございますので、これらを参考に今後の課題として調査研究して

まいりたいと考えております。

○小澤孝延君

続きまして、八街駅や榎戸駅を起点として、歩行者、特に小さなお子さんや高齢者が安心し

て歩ける空間づくりは、人と人とがつながり、地域活性に必要な政策と考えています。

そこで、八街市都市計画マスタープランにある、土地利用に関する基本方針の中のウォーカ

ブルな街づくり、これに向けた計画と取組について、お伺いいたします。

○市長（北村新司君）

答弁いたします。

令和４年３月に策定しました八街市都市計画マスタープランでは、ＪＲ八街駅周辺をウォー

カブル重点エリアに位置づけ、バリアフリー化やユニバーサルデザインの視点に基づきまし

た、歩いて楽しい魅力ある都市空間の整備を目指しておりますが、ウォーカブルな街づくり

を推進するためには、道路管理者をはじめ、警察や地元関係者等との連携協力が必要不可欠

であることから、快適でゆとりある環境の整備について、国、県等の情報収集をはじめ、近

隣市町の動向を注視しながら、慎重に調査研究に努めてまいりたいと考えております。

○小澤孝延君

その辺りを踏まえて、国土交通省都市局が実施しているウォーカブル推進都市に、既に全国

で３３５団体が賛同し、政策の検討を進めています。千葉県では令和４年１０月３１日現在、
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１２市町が応募しています。

当市の応募については検討されるのかどうか、お伺いいたします。

○建設部長（市川明男君）

大変申し訳ありません。先ほど市長からも答弁がありましたとおり、まずは慎重な調査研究

からスタートという形でございますので、応募する、しないという検討まで至っておりませ

んので、ご理解いただければと思っております。

○小澤孝延君

ウォーカブル、楽しく歩けるまちですと、当然、飲食店ですとか人気スポット等の情報の取

得が必要になります。現在は紙媒体等々が中心となりますが、近年はＳＮＳの利用が中心に

なっています。

そこで、通信インフラ整備も不可欠と考えますけれども、公共施設等のＷｉ－Ｆｉ環境の導

入についてはどのようにお考えなのか、お伺いいたします。

○財政課長（和田暢祥君）

お答えいたします。

現在、市の公共施設のうち、市立図書館と児童館「ひまわりの家」の２か所において、フ

リーＷｉ－Ｆｉが使用可能となっています。

なお、ほかの公共施設につきましては、現在のところフリーＷｉ－Ｆｉの設置予定はござい

ませんけれども、今後設置が可能かというところは調査研究してまいりたいというふうに考

えてございます。

○小澤孝延君

現段階では、外国人観光客をはじめとして、観光客が多数、八街市に押しかけるという状況

は今のところ想定できませんけれども、今後、ウォーカブルな街づくりをはじめとした様々

な街づくりを進めていく中で、大きく人が集まる可能性も秘めていると感じています。そう

した中では、交通インフラもそうですけれども、このような通信インフラをはじめとして、

様々な人が集いやすい、使いやすいような環境整備をすることが必要になってくるんだろう

なと思いますので、ぜひその辺りについても進めていただければと思います。

ウォーカブルな街づくり推進を含めて、次の時代を担う子どもたちの思いや発想というのは

非常に大事なものであるんだろうなと考えています。それらの思い、発想を吸い上げる仕組

み、またそれらを反映していく考え、さらには反映した実績とかがあれば、ぜひお伺いでき

たらと思います。

○教育部長（土屋武志君）

議員がおっしゃるとおり、子どもたちの視点というのは非常に重要なことであると私どもは

思っております。その上で、議員の皆さんにもご協力していただきながら、毎年１回開催さ

れている、育て八街っ子推進事業「八街っ子夢議会」、来年の令和５年１月３１日にも開催

を予定しておりますが、これは市内小・中学校及び八街高校、千葉黎明高校から、市の活性

化を目指したイベントの提案や、環境問題、交通安全問題などの意見や要望が挙げられ、街
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灯がついたり、通学路が整備されたりするなど、子どもたちの声が反映されていくと考えて

おります。今年度も様々な議題が提示されておりますので、ここが１つ、子どもたちの意見

の場であると、私たちは見ております。

また、総合的な学習において、ふれあいバスの有効利用について考え、市長とオンラインで

意見交換したり、チーパスを市内で活用しやすいようにするためのリーフレットを作成し、

市役所内の窓口に置いたりするなど、子どもたちが示した生活を豊かにするためのアイデア

を活用しました。

また、八街ミュージアムという企画を子どもたちにしていただいて、自分たちの美術の作品

を、八街駅南口の商店街や小谷流の里等に展示することによって、作品を皆さんに見ていた

だこうと、そういう取組も今しているところでございます。

これからも、近い将来、八街市を担う子どもたちの思いや豊かな発想を聞く機会を設け、地

域の活性につなげていけるよう、各学校とも連携を取っていきたいと考えております。

○小澤孝延君

ありがとうございます。

八街市は東西に約７．７キロメートル、南北に約１６キロメートルと、南北に長く、開墾の

歴史ですとか、総武本線の開通、基幹産業が農業という発展等の中から、物流の拠点として

車中心の道路整備が行われてきたのではないかなと思っております。しかし、近年は生活道

路や子たちの通学路整備をはじめ、歩行者の安全安心の必要性が求められてきたとともに、

先ほどのウォーカブルな街づくりの中でも、居心地がよく、歩きたくなるまちなかづくりが

推進されてきています。

八街市内を見てみると、八街駅北口開発や榎戸駅の橋上化、八街バイパスの開通、住野十字

路の交差点改良、３・４・３号八街神門線等、現在進行中のインフラ整備も含めて、誰かが

構想して行動に移してきたからこそ実現し、現在の八街市へとつながってきていると思って

います。

時流や現状解決的な政策だけではなく、市長もおっしゃられているように、未来を見据えた、

１０年、５０年、１００年後のありたい八街を見据え、一つ一つの事業のアウトラインを着

実に描きながら、持続可能な街づくりへと進めていただくようお願いして、やちまた２１を

代表しての質問を終わりにいたします。ありがとうございました。

○議長（鈴木広美君）

以上で、やちまた２１、小澤孝延議員の代表質問を終了します。

次に、代表質問に対する関連質問を許します。関連質問はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（鈴木広美君）

関連質問がありませんので、関連質問を終了いたします。

会議中ではありますが、ここで１０分間の休憩といたします。

（休憩 午後 １時４９分）
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（再開 午後 １時５８分）

○議長（鈴木広美君）

それでは再開いたします。

休憩前に引き続き、会議を開きます。

次に、新誠会、石井孝昭議員の代表質問を許します。

○石井孝昭君

新誠会の石井孝昭でございます。代表質問に入らせていただきます。

その前に、私の方からも、北村市長の４期目の当選、誠におめでとうございます。市民に

しっかりと信託されて、八街８策をしっかり北村市長の市政の手腕の下に推進していただけ

ればありがたいなと、このように思う次第でございます。

また、議会議員として当選されました小山議員、そして木村議員とともに、また議会活動が

できる喜びをかみしめつつ、質問に入らせていただきたいと思う次第でございます。

まず、地方創生についてということと、今日は教育問題についてということで、大きな質問

は２つなんですけれども、地方創生についてですけれども、人口にターゲットを絞って質問

していきたい。また、教育問題については、教育現場の人材不足、この点に絞って質問させ

ていただきたいと思う次第でございます。

まず１問目、第１期、第２期の地方創生の取組についてですけれども、八街市では２０１５

年度から２０２４年度までを計画期間とする八街市総合計画２０１５を策定して、基本構想

における街づくりの基本理念を「ふるさとを守り育て、活力や文化の薫りに満ち、心安らぐ

まちづくりを、市民と行政の協働により進めます」と掲げるとともに、将来都市像を「ま

ち・ひと・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまた」と定め、その実現に向けて、計画

的に街づくりを現在進めています。

そこで、２０１４年９月、内閣に「まち・ひと・しごと創生本部」を設置し、同年１１月に

「まち・ひと・しごと創生法」を制定し、２０１５年度から２０１９年度を第１期まち・ひ

と・しごと創生総合戦略と制定しました。これを受けて八街市では、八街市まち・ひと・し

ごと創生総合戦略として取り組んでまいりました。その後、２０２０年度から２０２４年度

までの第２期総合戦略の策定を決定し、現在進行形に至っております。

そこでお伺いいたします。第１期、第２期の地方創生の取組について、ご質問いたします。

○市長（北村新司君）

答弁いたします。

地方創生は、出生率の低下によって引き起こされる人口減少に歯止めをかけるとともに、東

京圏への人口の過度の集中を是正し、それぞれの地域で住みよい環境を確保して、将来にわ

たって活力ある日本社会を維持することを目的としております。

本市では、国の「まち・ひと・しごと創生基本方針」に基づきまして、本市の実情を踏まえ、

平成２７年に第１次八街市まち・ひと・しごと創生総合戦略、令和２年に第２次八街市ま

ち・ひと・しごと創生総合戦略を策定し、地方創生の推進に取り組んでおります。
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第１次総合戦略の取組について申し上げますと、本市の魅力を効果的に発信するため、市民

等の方々にご出演いただき、市のプロモーションビデオやＰＲパンフレット、るるぶ特別編

集「八街」を製作し、広く市内外に配布いたしました。また、これらの広報活動等を通し、

本市に興味を持っていただいた方々に本市の魅力に実際に触れていただくための取組として、

農業体験インターンシップや農業体験ツアーを開始いたしました。

次に、第２次総合戦略では、第１次総合戦略の方針を踏襲しつつ、さらに地方創生の取組を

推進するため、八街市で初の児童館である「ひまわりの家」の開設、子育て世代包括支援セ

ンター「にじいろ」の設置、また子育て世代の経済的負担を軽減することを目的に高校生等

までの医療費助成を開始したほか、ＡＩやＩＣＴなどの先端技術を活用する新たな時代に即

した教育を進めることを目的に、小・中学生１人１台のタブレット型端末の整備や、中学校

全学級及び小学校６年生の教室に電子黒板を配置するなど、子どもたちの育ちや教育を支援

するための取組を充実いたしました。

また、地域の活性化策としては、新型コロナウイルス感染症等の影響により長らく開催が延

期されてきましたが、本年は小出義雄杯八街落花生マラソン大会、やちまた落花生まつり、

八街ふれあい夏まつり、八街秋まつり、八街市産業まつりが開催されたほか、本市で初の

ラーメンイベントである「八街！激うま！ラーメン祭」が開催されるなど、地域活性化につ

ながる多くのイベントが開催されまして、地域に活気が戻りつつあります。

今後も本市に住みたい、訪れたいと感じていただき、将来にわたって活力ある八街市を実現

するため、全庁のみならず、市民の方や市内事業者など、八街市に関係する様々な方々のご

協力をいただきながら、地方創生の推進に取り組んでまいります。

○石井孝昭君

ご答弁ありがとうございました。

この間、第１期、第２期と、当時の計画にはないもの、例えばラーメン祭だとか、落花生マ

ラソンとか、いろんなものが推進されました。地域活性化の話は後述するにしても、八街市

の総合計画に合わせて地方創生総合戦略が組まれていること、この時期は後期の中期の期間

というふうに私は理解しています。現時点で第２期総合戦略の中期期間であって、この時期

を見過ごすことなく、今までやってきたことの点検もしっかりしなきゃいけない、このよう

に理解しております。

中期点検が必要かと思いますけれども、担当としてはどのようにお考えでしょうか。

○総務部長（片岡和久君）

総合計画もそうですが、毎年、事業の点検の方を実施しております。

○石井孝昭君

単発的な点検ではなくて、ちゃんと戦略的な点検をするべきだというふうに思います。やは

り議会への報告もしていただきながら。次期総合計画で今後大きなテーマとなるのは、恐ら

く次期基本構想をどうしていくのかということで、もう着手していかなきゃいけないんじゃ

ないか。２０２５年から始まる次期総合計画の策定になると思います。あと２年ちょっとと
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いうことになると思うんですけれども、北村市長が市長選でもおっしゃっていた公約が恐ら

く盛り込まれていくんだろうというふうに理解しています。あわせて、（仮称）第３次八街

市まち・ひと・しごと創生総合戦略も策定していくことになる、このように思っているんで

すけれども。

次期総合計画等の策定にあたり、構想や計画は現時点ではどのようになっているんでしょう

か。お伺いさせていただきます。

○総務部長（片岡和久君）

次期総合計画、創生総合戦略につきましては、今年度は市民アンケートを実施しておりまし

て、策定方針につきまして定めまして、来年、再来年に実際には作業ということになると考

えております。

○石井孝昭君

そのような市民の意見を大きく聞いていただいて、魂の入った基本構想、そして総合計画に

なっていくように期待を申し上げたいというふうに思います。議会としても、総合計画の策

定にあたってはしっかりと議論を重ねていきたいということで、話が以前に上がったことも

ありますので、そのような形が決まりましたら、ご報告を願えればと思う次第でございます。

続いて、地方総合戦略で掲げた目標人口と現状の人口についてでございます。

国勢調査の統計によると、八街市の人口は２００５年、平成１７年をピークに年々減少して、

地方創生第１期総合戦略がスタートした２０１５年、平成２７年には７万７３４人となって

おります。

そこで、お伺いさせていただきます。地方創生総合戦略で掲げた目標人口と現状の人口につ

いて、お伺いいたします。

○市長（北村新司君）

答弁いたします。

平成２７年に策定した八街市まち・ひと・しごと創生地方人口ビジョンは、２０６０年まで

の長期的な人口推計を行っておりまして、各世代の方々が安心して生活できる住環境づくり

に取り組むことにより、２０６０年に４万６千人の人口維持を目標としております。

令和４年４月１日現在での目標人口と実績値の状況を申し上げますと、目標人口６万８千６

７３人に対し、実績値は目標値と比較して１千２１２人少ない６万７千４６１人となってお

り、厳しい人口減少の傾向が続いている状況となっております。

○石井孝昭君

人口ということなんですけれども、人口はやはり財政運営にも大きな影響を与えてくるとい

うふうに思っています。標準財政規模を推しはかる上で、地方交付税交付金の算定基準にな

ります。また、基準財政需要額の多寡にも影響を与えていくと。人口と財政の議論はまた別

の機会にさせていただきたいと思いますけれども、ご答弁によると総合戦略で掲げた目標人

口と現在の実績値に大分乖離が生じていると。

市としては、乖離が生じている現状に対して、計画の段階と現在の数値にどのような認識を
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お持ちなのか、お伺いいたします。

○総務部長（片岡和久君）

お答えします。

議員のご意見のとおり、人口ビジョンの推計値と実績値に乖離が生じていることは重要な課

題と認識しております。しかしながら、人口ビジョンは２０６０年までの長期的な人口推計

でございますので、引き続き総合戦略の着実な推進を図るとともに、今後、２０２５年度か

らを計画期間とする次期総合計画及び次期総合戦略を策定する予定であることから、これら

の計画を策定する中で、人口減少対策の充実について、全庁を挙げて検討してまいりたいと

考えております。

○石井孝昭君

まさしく日本は２０６０年を大きな目標にしています。世界の人口が８０億人を超えてきて、

２０６０年の日本の人口は恐らく１億人を切るだろうということが言われていますけれども、

１億人の維持をどうしていくかというのが、恐らく日本の国としての大きな目標値になって

くるというふうに思います。

そこで、次の質問に入らせていただきたいと思います。

本市の合計特殊出生率から見る人口増対策ということなんですけれども、世界銀行が公表し

たデータによりますと、２０２２年９月現在の合計特殊出生率の世界ランキングでは、日本

はベンチマークされました２０８か国のうち１９１番目、この順位はかなり低いと懸念せざ

るを得ないと思っています。

２０２１年の日本の合計特殊出生率は１．３０、出生数は８１万１千６０４人で、前年より

２万９千人減少しています。八街市の合計特殊出生率も減少傾向であると認識しております

けれども、私もとても憂慮している状況でございます。

そこでお伺いいたします。本市の合計特殊出生率から見る人口増対策について、お伺いいた

します。

○市長（北村新司君）

答弁いたします。

本市の合計特殊出生率は、平成１８年以降、千葉県、全国の平均を下回っており、令和２年

には過去で最も低い０．９１となっています。令和２年における母の年齢階層別出生数を千

葉県平均と比較すると、本市は１５歳から２４歳の母からの出生率は県平均より高いものの、

２５歳以降の母からの出生数が県平均より総じて低く、これは２５歳以上の有配偶率が他市

と比べ低いことが、合計特殊出生率の低さの一因と分析しております。

この傾向は、若者の就職や結婚を機とした転出や、子育て世代の転入が少ない傾向が反映さ

れているものと考えられ、結婚への支援や子育て支援策の充実、若者世代の転出抑制対策が

本市の人口減少対策として有効であると考えております。

このような状況を鑑み、本市では令和３年度から新たに結婚を希望する若者への経済的支援

として結婚新生活支援事業を開始したほか、先ほど答弁しましたとおり、八街市で初の児童
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館である「ひまわりの家」、子育て世代包括支援センター「にじいろ」の開設、高校生等ま

での医療費助成制度を創設いたしました。

また、来年度につきましては、妊婦に対して市外の産科に通院する際の交通費と超音波検査

の費用の一部を助成することにより経済的負担の軽減を図ることを目的とした制度の創設に

向けて、令和５年度当初予算に計上する予定でございます。

このような取組を総合的、計画的に実施することにより、安心して子どもを産み育てること

ができる、子育てしやすい街づくりを進めてまいります。

また、今後も引き続き、合計特殊出生率などを指標の１つとして、人口減少対策に焦点化し

た様々な施策を推進してまいりたいと考えております。

○石井孝昭君

第２次八街市まち・ひと・しごと創生総合戦略では、第１目標として結婚・出産・子育ての

希望をかなえ、全世代活躍の街づくりというふうにうたっています。計画時、２０１７年の

合計特殊出生率は１．０７パーセントで、目標値、いわゆるＫＰＩ（重要業績評価指標）で

は、「増加」のみの目標値でありました。本来、ＫＰＩの設定は具体的数値を入れるのが望

ましいと言われておりますけれども、今後はそのような数値を入れて、尽力していただきた

いと思います。

八街市の出生数、令和２年は２５８人で合計特殊出生率は０．９１と、全国的に見てもかな

り低い状況であります。平成２７年の出生数は３８１人でありましたので、１２３人の減少

となっております。減少の一途ということで理解しているんですけれども、一方の死亡者数

は、令和２年は７８２人、５２４人の自然減であります。自然減の数、率ともに平成２７年

と比較しますと年々拡大傾向にある。つまり、人口減少が顕著に起こっている数値がここに

表れている、その１つであるというふうに思っているんですけれども。

例えば、合計特殊出生率の目標値をどこに設定していくかが大事かなと思うんですけれども、

ただ矢印だけで増やそうということだけではなくて、目標値を示していくことによって、市

長が答弁されたような「にじいろ」の設置だとか、様々な結婚助成事業の一助になるんじゃ

ないかというふうに思います。

給食費の無料化を千葉県が行っていくという報道の中で、八街市議会議員の皆さんからもご

質問がありますけれども、やはり第３子に焦点を当てているということが、恐らくその証左

ではないかというふうに思います。日本は出生率１．８を目指しています。最終的な目標は

２．０７パーセントというふうに伺っていますけれども、人口が減っているということにお

いては、第３子がいないと２．０７パーセントには届かない、つまり日本が２０６０年に目

標としている人口に追いつかない、このような現状になるんですけれども。

出生数の目標値について、市としてはどのような認識をお持ちなんでしょうか、お伺いいた

します。

○議長（鈴木広美君）

担当課、答弁よろしいですか。
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○総務部長（片岡和久君）

目標値を定めるというか、設定することは重要なことであると考えております。施策の実施

などの積み重ねにより、出生率の目標については設定するようなことで検討していきたいと

考えております。

○石井孝昭君

厚生労働省は、出生率が低下した理由ということなんですけれども、市長答弁にもありまし

たけれども、１０代後半から４０代の女性の人口が減少していることに加えて、晩婚化で出

産する年齢が高くなっていることも影響しているというふうに分析されています。また、新

型コロナウイルスによる先行きの不安から妊娠を控えた女性もいるのではないかと、報告が

されています。北村市長にご答弁いただいたとおり、２５歳以上の有配偶率が他市に比べて

低いということは本当に的を得ていて、合計特殊出生率の低さの一因であると分析されてい

ます。

やはり結婚から出産、育児、子ども・子育て、もしくは教育に向かって、一貫したサステナ

ブルな、持続可能な子育て支援が必要になる、このように思いますけれども、この点につい

て、いかがでしょうか。子育て支援について、いかがでしょうか。

○議長（鈴木広美君）

答弁できますか。

○総務部長（片岡和久君）

本市の出生率が減少しているという状況からも、子育て世帯への支援は重要と考えておりま

す。本市に支援品はございませんけれども、物価高で経済的な負担が増える子育て家庭への

支援を図ることを目的に、来年、３人目以降の児童・生徒の給食費を無償化することを予定

しております。このほか、出産・子育てしやすい環境づくりを目指して、現在も実施してい

る助産師や保健師による新生児・赤ちゃん訪問、病後児保育の実施、ファミリーサポートセ

ンターの設置など、妊婦や子育て家庭への切れ目のないサポートを行うことで、合計特殊出

生率の向上や人口減少対策に努めてまいりたいと考えております。

○石井孝昭君

たしか第３子は、パーセンテージで言うと２０パーセントに行かない数字の支援ということ

になっていくんですけど、総合パックでやっぱり支援していかないといけないというふうに

思っています。ですから循環型で、その時々によって政策が変わるのではなくて、持続可能

な、この時期にはこういった支援が八街市にはありますよ、この時期にはこういった支援が

ありますよという政策展開をして、それが首尾一貫している、だから八街に住みたい、子育

てしたいというような、恐らくそういったことで動態が動いていくんじゃないかなというふ

うに思います。ちょっと後で触れさせていただきます。

次の質問に行きます。総合戦略から見る人口減少対策ということなんですけれども、市の人

口統計を見ると、社会動態と人口動態の２つに分かれます。第２次八街市まち・ひと・しご

と創生総合戦略の基本方針として、「住みたい」「訪れたい」と感じる街づくりと掲げてお
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りますけれども、総合戦略から見る人口減少対策について、お伺いさせていただきます。

○市長（北村新司君）

答弁いたします。

本市が令和２年に策定しました第２次総合戦略では、基本目標の１つに「住みたい」「訪れ

たい」と感じる街づくりをテーマとして掲げ、転入数と転出数の差である人口の社会動態を

指標としております。

千葉県毎月常住人口調査によりますと、第２次総合戦略の策定の前年度である平成３０年度

の社会動態は、転入数が２千９５３人であったのに対し、転出数は３千５７０人、６１７人

の社会減という状況であり、第２次総合戦略では、このような社会減の状態を可能な限り減

らし、社会増に転じることを目標としております。

令和３年度におきましては、転入者数２千３１０人に対しまして、転出者数は２千６２４人、

３１４人の社会減という結果であり、平成３０年度と比較すると社会減は緩和しております。

しかしながら、人口減少の傾向は続いており、その中心は就職や結婚を機に転出する２０歳

代から３０歳代の転出超過となっております。

このような状況を打破し、将来にわたって活力ある八街市を実現するため、総合戦略を着実

に推進することにより、２０歳代から３０歳代の転出抑制や転入促進に取り組んでまいりま

す。

○石井孝昭君

社会動態を観察する中で、すごい面白いデータがあるんですけれども、外国人の動態が非常

に影響しているという面白いデータがあるんですけど、平成３０年の八街市の転入者数は２

千９８７人、令和２年度の転入者数は４千７５０人転入がいるんです。この２年だけ、ト

ピックス的に多いんですけれども、約２千人近い人が増加している、転入者のみですが。こ

れには恐らく外国人が大分影響していると思うんですけれども、過去の人口の推移を見てみ

ると、全体的な人口は漸減傾向になっているんですけれども、転入者数の部分だけ見ると、

たまたま、ここ２年は２千人増えている。この点についての見解をもしいただけるようであ

ればありがたいんですけれども、もし分からなければ結構です。

○総務部長（片岡和久君）

八街市の外国人の人口推移については年々増加しているという状況であります。ちなみに、

平成２５年は１千５００人程度だったのが、令和３年ですと２千５８０人ということになっ

ております。

○石井孝昭君

もちろん転出していく方もいるので、その数字になるんですけど、５年で恐らく１千人増え

ている。今はもう少し増えているようですけれども。外国人が八街に来るのがいいとか悪い

という話じゃなくて、人口そのものを見ると、そういった動態に移行しつつあるのが八街の

状態だと。つまり、外国人を除くと６万５千人を切っているというふうな状況になると思い

ます。この中で、やはり財政面をしっかりしていかなきゃいけないという現状があると。
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八街市の社会動態ですが、市長答弁にもありましたとおり、２０歳代、３０歳代の転出が多

いということなんですが、大学進学や結婚を機に市外へ転出する傾向が顕著であるというふ

うに言われています。

若者の転出を食い止めるための秘策はあるんでしょうか。お伺いいたします。

○総務部長（片岡和久君）

具体的にどうというあれはないんですけれども、実際に将来にわたって活力ある八街市を実

現するためには、今ある総合戦略を着実に推進することが重要であると考えております。

○石井孝昭君

次の質問に行きます。シビックプライドを醸成する取組についてでございます。

郷土を愛する、いわゆる八街市を愛する１つの取組として、シビックプライドの醸成が欠か

せないものと認識しております。八街市に対する愛着や誇りを持っていただく取組について、

お伺いいたします。

○市長（北村新司君）

答弁いたします。

人口減少対策や地域活性化には、市民の方に八街市に愛着や誇りを感じてもらい、まちのた

めに自ら関わっていこうとする気持ちを持っていただく取組、つまりシビックプライドの醸

成が大変重要であると考えております。

シビックプライドの醸成には、市民の方に八街市に愛着や誇りを感じてもらうための地域ブ

ランド戦略と、自ら街づくりに関わっていこうと思ってもらうための市民協働参画への取組

が重要となります。

地域ブランド戦略につきましては、本市は基幹産業である農業に由来する自然環境のよさと、

千葉県のほぼ中央に位置し、千葉市や都市部までの通勤・通学圏内である一方で、九十九里

浜や成田国際空港までのアクセス性も高い立地のよさという、豊かな自然と生活する上での

利便性が調和した住みよいまちであるという本市の魅力を広く知っていただくシティセール

ス活動の強化を図ることで、市のイメージを高めてまいりたいと考えております。

また、市民協働参画については、市民講演会の開催や協働のまちづくりガイドブックを作成

するなど、啓発活動に努めてまいりましたが、新たに市民等の活動のつなぎ役となるコー

ディネーターを配置して、市民等が協働で取り組むことができる体制を整えてまいります。

これらの取組が、結果としてシビックプライドの醸成につながっていくものと考えており、

今後とも市民の方々がこれまで以上に、このまちに住みたい、住み続けたいと思っていただ

けるような街づくりをさらに推進してまいります。

○石井孝昭君

本日の答弁でも、私以外の方にも、市長から愛着とか誇りという言葉が幾度となく出ていま

した。シビックプライドを醸成していただくには、今日、明日、すぐにというわけにはなか

なかいかない、難しいところがあるとは思います。日々、こつこつとした取組の中で、市民

との交流の中で醸成していければいいなというふうに思うんですけれども、一方で、市役所
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職員の皆さんはスタッフプライドというふうに表現されます。民間企業では愛社精神、会社

を愛する、そういった精神が日本の文化であると。愛社精神とは、自ら勤める会社を愛する

気持ちというふうに言われていますけれども、市の職員の皆さんはスタッフプライドです。

市民の皆様と接する機会の多い地方自治体の職員において、スタッフプライドを持つ意識の

醸成も肝要ではないかというふうに言われています。我々もしかりでございます。

市職員の皆様は、ふるさと八街に愛着や誇りを持って、日々の業務にあたっていただいてい

る、このように思っていますけれども、さらなる意識の向上に向けたスタッフプライド、い

わゆる愛社精神ですね、分かりやすく言うと。日々の取組について、さらなる取組について、

お伺いさせていただきます。

○総務部長（片岡和久君）

市民の方のシビックプライド醸成を図るためには、まず市職員が八街市に愛着を抱き、職務

に対する誇りを持つ必要があると考えております。市民とともに、よりよいまちづくりを推

進するために、八街市をよく知り、市民協働の意識を持って職務に取り組むための市職員の

スタッフプライドの醸成に努めてまいります。

また、市民協働のまちづくり推進計画の中でも、職員の意識改革や地域活動への参加という

目標を設定しておりますので、その中でも市職員の資質向上に努めてまいりたいと考えてお

ります。

○市長（北村新司君）

今、担当の総務部長からお話がありましたけれども、若手の職員が、先般、観光目的にはっ

ぴを作っていただきました。委託したわけじゃなくて、職員が自分で図柄を考えました。ま

た、郵便ポストのラッピングも、市の若手職員なんですけれども、考えてやってくれました。

こうしたことが実は若手職員のやる気、八街市に対する愛着、市民みんなが愛着を持ってい

ただける街づくりの１つの一因になりますので、こういったこと若手職員の気持ちを考えた

り、総務部長をはじめ、管理職の皆さんには若手職員のやる気が出るような街づくりに努力

してもらいながら、先ほど申し上げました、はっぴの作成やラッピング等々を通じて、さら

に若い職員の意気込みや、八街市を大事にする職員であるよう、私もしっかり協力しながら、

一緒に街づくりをしてまいりたいと思っております。

○石井孝昭君

ありがとうございます。落花生まつりのはっぴ、とてもすてきでした、本当に。そのような

ボトムアップがされる組織というか、風通しのいい職員間の交流と意見交換、この中で若手

の新しいアイデアが浮かんでくると。これからもご期待申し上げたいというふうに思います。

次に、シティプロモーションの充実について、ご質問いたします。

定住人口維持や増加、また交流人口による地域活性化などを進めるためには、シティプロ

モーションが有効であると思います。シティプロモーション自治体等連絡協議会では、「地

域再生、観光振興、住民協働など様々な概念が含まれています。シティプロモーションの捉

え方は多々あります。その一つは、そこに住む地域住民の愛着度形成と考えます。その先に
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は、地域の売り込みや自治体名の知名度（認知度）の向上と捉えることも可能です」と記さ

れております。

そこでお伺いいたします。八街市が行うシティプロモーションの充実について、ご質問いた

します。

○市長（北村新司君）

答弁いたします。

地域の活性化につきましては、市の魅力を広く市内外の多くの方にＰＲし、知っていただく

シティプロモーションの取組が大変重要であると考えております。

本市では、今までもシティプロモーションビデオや、移住定住、観光促進を目的としたＰＲ

冊子「八街物語」を制作してきたほか、民間事業者等と連携協力して、市内外におけるＰＲ

活動の実施、農業体験ツアーや農業体験インターンシップ、やちまた落花生まつりを開催す

るなど、本市の魅力発信に努めてまいりました。

特に、今年は小出義雄杯八街落花生マラソン大会、やちまた落花生まつりなどが開催された

ほか、本市初のラーメンイベントである「八街！激うま！ラーメン祭」など、様々なイベン

トを市内で開催できたことによりまして、地域に活気が戻るとともに、八街市の魅力を広く

市内外の方に発信できたものと考えております。

また、観光面につきましては、民間のリゾート施設である小谷流の里ドギーズアイランドな

ど、新たな観光資源を活用することで地域の活性化を図ってまいります。

シティプロモーションは、行政だけの実施では効果が低いため、今後も市民や地元業者の皆

様のご協力をいただきながら、官民一体となって連携することで、より広く効果的に展開で

きるよう、取り組んでまいりたいと考えております。

○石井孝昭君

シティプロモーションは八街市の売り込みですよね、自治体の営業活動とも言われています。

今の市長答弁にありましたとおり、「八街物語」というＰＲビデオはとてもいいですよね。

市役所の１階でずっと流しておりますけれども、これを作ってもう数年たっています。あの

ときバスケットをやっていたチームの女の子は高校生を終えて大学生になりました。ですか

ら、もう５年です。そろそろ新しいＰＲビデオに着手してもいいんじゃないかと。あれは第

１次の地方創生交付金で作ったというふうに認識していますけれども、今後も新しい、今に

合ったＰＲビデオを、市長が掲げる新しい政策のイメージビデオ作成に着手してもいいん

じゃないか、このように思っています。

地域への愛着やブランド力の向上を発信していく上において、シティプロモーションの定義

で政策目標をしっかり立てていくべきではないかと思っています。総合戦略の資料を見ます

と、シティプロモーション、イコール、シティセールスという言い方をしていますけど、シ

ティセールスという言葉を使うけれども、推進の数値目標がちゃんと定められていないのが

とても残念です、横ばいの矢印なんです。これをさらに深めていかないと、恐らくこれから

の人口というテーマに対しては、非常に厳しい状況になっていくと。
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ちょっと市長にご質問なんですけど、お願いというか、私のこうすべきじゃないかという提

案なんですけれども、シティプロモーションを行うにあたって、何もかもやるというのは、

今までシティプロモーションをやってきた様々な自治体のデータや本を見ますと、何もかも

やっていくことによってピントが定まらなくて、アウトプットとして成果が出てこないと。

これか、あれか、絞って、選択と集中をすることが成功へのプロセスだというふうに今言わ

れています。

私は担当課、できれば担当職員を。佐倉市もそうですけれども、シティプロモーション課と

いうのがあります、課長もいます。他市でもシティプロモーション課をつくっている。でき

れば八街市も、係や担当職員を設定していただきたいと思います。ここに全ての情報を集め

て、例えば今は商工観光課が担っている農業体験を含めて、様々なシティセールスをそこに

集約していくべきじゃないかというふうに思っています。そこで取捨選択して、シティセー

ルスを担当する職員が１人では難しいと思うので、２人、３人でも、担当職員を決めていた

だき、市長の思い描いた８策に向けて、私は課に若い職員を任命して、新しい八街をつくっ

ていただきたい、このように思うんですけど、市長いかがですか。

○市長（北村新司君）

先ほど申し上げた、はっぴやラッピングの話は別にいたしましても、若手の方から何人か抽

出した中で、総務部長を通じながら、若手の意見を吸い上げることも考えております。そう

した中で、子どもたちが安心して学べる教育環境整備、活性化する街づくり、そして高齢者

の方々が安心して住める福祉の充実した街づくり、先般の事故があったところも含めまして

通学路の整備、基幹産業である農業の活性化等々も含めて、今ある総合計画の中で、管理職

の方々の考え方もありますけれども、私は若手の職員には違った発想イメージの街づくりが

あると信じております。そうしたことを踏まえて、今、石井議員から提案されたことも含め

た街づくりも可能であると感じておりますので、そうしたことを踏まえ、市議会の皆様とも

協議しながら、また市民の皆様ともいろいろな話合いを通じながら、八街市をよりいいまち

だと思っていただけるような街づくりをしていかなきゃならないというふうに思っておりま

す。

特に、具体的な農業施策に限って申し上げますと、先般、全農の林会長と意見交換したとこ

ろでありますけれども、会長が千葉県農業者総合支援センターと関係機関、県ですけれども、

連携して、しっかり千葉県の農業を推進してまいりたいという考えを私に話してくれました。

私も同じ考えでありまして、県の進めている総合支援センターを通じて、八街市も担い手の

ＪＡ青年部は、石井議員が知っているとおり、大変多い状況でございます、他市に比べて。

そういう若手の青年たちが希望を持って農業ができるような街づくりも、実は八街市の街づ

くりの１つでありますので、そうしたことを含めて総合的に、教育、福祉、農業の活性化、

商工業の活性化、全般を含めた中で、総合計画の中で、さらにいろんな方のご意見をいただ

いて、先ほど申し上げました若手職員の意見も吸い上げて、八街市の活性化のために、さら

に私はいろんな方のご意見を、もちろん市議会議員の皆様のご意見を拝聴しながら、しっか
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りと街づくりに、さらにさらに４期目の４年間、街づくりの集大成として今考えております

ので、しっかり努力してまいりたいと思いますので、議員の皆様には変わらぬお力添えをい

ただきたいと考えております。

○石井孝昭君

ご答弁ありがとうございます。

私が１点言いたいのは、シティプロモーションを市長中心に、副市長や部長もいらっしゃる

ので、どこかで担っていただく、英知を含めて、いろんなアイデアが集まっていくような組

織、それを担当する職員、スタッフ、愛着心を持った、誇りを持った職員にあたっていただ

くことが、八街市をさらに新しい八街に、前に進めるんじゃないかと思って、提案させてい

ただきました。ぜひ担当課づくりを含めて、ちょっとご検討願えれば、このように思います。

時間も限りがありますので、２番目の教育問題について、お伺いさせていただきたいと思い

ます。

スクールサポートスタッフについてということです。教育現場の人材不足について、先ほど、

冒頭に申し上げましたけれども、その視点でお伺いさせていただきます。スクールサポート

スタッフとは、学校長の指示の下で、学校教育に理解があり、校内外の美化活動や、児童・

生徒に配付するプリントのコピーなどの授業準備の手伝い等、丁寧に業務に取り組める方で、

教員が行っている作業の補助的役割を担っていると認識しております。

八街市内の学校教育現場に配置されているスクールサポートスタッフの状況はどうか、お伺

いいたします。

○教育長（加曽利佳信君）

答弁いたします。

スクールサポートスタッフは、教員の働き方改革推進のため、千葉県の会計年度任用職員と

して採用されている職員です。

現在、市内の各小・中学校６校に８名のスクールサポートスタッフが配置されております。

児童・生徒への配付物の印刷などの授業準備、校内掲示物の作成、行事や会議の準備・片付

け、調査統計データ入力等、各校長が指定した職務にあたっております。スクールサポート

スタッフが配置された学校においては、教員の勤務時間を超える在校等時間が減少し、子ど

もたちと向き合う時間を確保できていると感じている教職員が増えております。

教育委員会としましては、今後より多くの学校にスクールサポートスタッフが配置されるよ

う、引き続き千葉県教育委員会に要望してまいります。

○石井孝昭君

ありがとうございます。

学校現場でスクールサポートスタッフが、今の教育長答弁ですと、各小・中学校６校に８名

ということでお伺いいたしました。この配置基準はどのように、教育委員会で決めているの

でしょうか、それとも県で決めているんでしょうか。

○教育長（加曽利佳信君）
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お答えいたします。

スクールサポートスタッフにつきましては、まず各学校長に学校の状況を聞きまして、それ

を県に上げております。県から八街市は何人が配当ですということで数字をいただきますの

で、こちらで改めて校長等と連携を取りながら、配置校を決定しているところです。

○石井孝昭君

現場の声をよく聞いて行っているということですね。

特に八街市は校庭が広い学校が多くて、草刈りなど、学校の先生が本当に大変なところも数

校ございますので、スクールサポートスタッフはありがたいというふうに聞いています。

スクールサポートスタッフは教員免許がなくてもできるということなんですけれども、採用

の基準等は教育委員会、先ほどの教育長のご答弁のとおりなんですけれども、学校長から聞

き取りをした上で、県に要望されているということなんですけれども、各学校、全校に配置

というのはお願いできないものなんでしょうか。

○教育長（加曽利佳信君）

お答えいたします。

教育委員会といたしましては、今、議員から申出がありましたように、各学校に配置したら

どうかということで、教育委員会も同じ考えでございます。毎年のように県の方には、学校

長が必要ないと言えば、別に構わないんですが、必要があるという学校には１００パーセン

ト配置したいというスタンスで、県の方に要望しているところでございます。

○石井孝昭君

人的な不足には増員をよろしくお願いしたいと思います。

次に、学習サポーターについてでございます。千葉県は学習サポーターを教育現場に採用し

ています。学校教育活動の一環として行われる学習支援、放課後等における児童・生徒への

学習支援、家庭学習の充実に向けた支援等ができる方が採用されているというふうに聞いて

います。

八街市内の学校教育現場に配置されている学習サポーターの状況について、お伺いさせてい

ただきます。

○教育長（加曽利佳信君）

答弁いたします。

学習サポーターは、国の「補習等のための指導員等派遣事業」を受けて実施しているもので

す。学校教育活動の一環として行われる学習支援、家庭学習の充実に向けた支援等を行う地

域人材を学習サポーターとして県が派遣し、児童・生徒の学力向上を図っております。

現在、市内小学校４校、中学校２校に１名ずつ、学習サポーターが配置されており、主に国

語と算数（数学）について、授業支援を行い、児童・生徒の基礎学力の底上げや学習意欲の

向上を図っております。学習サポーターが配置されることで、児童・生徒の学習におけるつ

まずきに寄り添うことができます。

教育委員会といたしましては、八街市の児童・生徒のさらなる学力向上を目指し、今後、よ
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り多くの学習サポーターが市内に配置されるよう、引き続き千葉県教育委員会に要望してま

いります。

○石井孝昭君

学習サポーター、小学校は４校、中学校は２校で、１名ずつでしたかね。

学習サポーターも教員免許は要らないんですよね。要りますか。失礼しました。教員免許は

要るということでございます。

児童・生徒の学習に寄り添うということで、教育熱心な者ということなんですけど、児童・

生徒の成長と発達を理解し、悩みや思いを受け止め、支援できる者、高い倫理観を持って、

心身ともに健康で明朗、快活な者ということで、県の教育委員会はうたっています。

先ほどのＳＳＳと一緒なんですけれども、配置基準については市が決めているんでしょうか。

それとも、先ほどと同じく県が決めているんでしょうか。

○教育長（加曽利佳信君）

答弁いたします。

先ほどのスクールサポートスタッフと同様に、各学校に要望を聞きまして、それを県に上げ

て、やはり県と教育委員会の方で検討して配置しているところです。

先ほど議員の方からありましたように、学習サポーターというのは教員免許が必要でござい

ますので、なかなか人員の選択にも非常に苦慮しているところです。教員免許が必要なほか

の講師等もございますので、その中で適性のある人材を各学校に配置しているところでござ

います。

○石井孝昭君

学習サポーターは、教育長の答弁だと国語、算数（数学）を主に教えているということなん

ですけれども、各学校長の責任の中で配置をお願いしたいというふうに思うんですけど、各

学校長からはどのような意見が出ているんでしょうか。

あわせて、小学校３年生から６年生まで、中学校１年生から３年生までを指導されるという

ふうに聞いていますけれども、学習サポーターが配置された学校で児童・生徒の学習認知度

に変化があったと思います。どのような変化がそこであったのか、お伺いさせていただきた

いと思います。

○教育長（加曽利佳信君）

答弁します。

学習サポーターというのは、先ほどもお話ししましたように、教育経験がある、子どもに寄

り添える人材を配置しているところでございます。一人でも多くの学習サポーターがつくこ

とを、学校としては願っているところでございますけれども、こちらも、その旨を県の方に

要望しているところですが、やはり県には県の状況がございますので、それを受け入れまし

て配置しているところでございます。

先ほどもありましたように、国語と算数（数学）の２教科で入れているわけですが、その２

教科につきましては、低学年からの基礎学力が非常に重要になると私たちは認識して、手厚
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い個別指導が必要だと思って、そちらに充てているわけです。結果についてといいますと、

このクラスのこの子は学習サポーターがついたから成績が上がったとかというのは、数字的

なデータとしてはなかなか難しいところですが、今後、学習サポーターがついて、このよう

に変わったというエビデンスといいましょうか、数字的な根拠がこちらで測れないものかど

うか、ちょっと検討してまいりたいと思います。

○石井孝昭君

勉強が好きになったというのが指標かなとも思います。教員の現場は大変ですので、包括的

に脇でサポートしていく方々を教育現場に増やしていただければ、全校に増やしていただけ

ればありがたい、このように思います。

次に、特別支援教育支援員についてでございます。

特別支援教育支援員は、障がいのある児童・生徒に対して、食事、排泄、教室移動の補助等、

学校における日常生活動作の介助を行ったり、発達障害の児童・生徒に対して学習活動上の

サポートを行っております。

八街市内の学校教育現場に配置されている特別支援教育支援員の状況について、お伺いいた

します。

○教育長（加曽利佳信君）

答弁いたします。

特別支援教育のニーズは年々高まっており、全体の児童・生徒数は少子化傾向にあっても、

特別支援が必要な児童・生徒の人数は増加傾向にあり、本市においても特別な支援を必要と

する児童・生徒は少なくありません。

特別支援教育支援員の配置状況は、市内の全小学校及び中学校２校に計２４名を配置してお

ります。

特別支援教育支援員は、特別支援学級及び通常学級において、教職員と連携を取りながら、

授業や移動の補助をするなど、児童・生徒が安心して安全な学校生活を送るために必要な支

援をしており、その存在は教職員にとっても、児童・生徒にとっても、今や欠かせない存在

になっております。

しかし、本市の特別支援教育のニーズを鑑みると、現在の特別支援教育支援員の数は十分と

は言えません。教育委員会といたしましては、八街市の児童・生徒の困り度を解消し、一人

ひとりの課題と向き合うために、より多くの特別支援教育支援員が各校に配置されるよう、

引き続き予算要望してまいります。

○石井孝昭君

市内の教育現場で児童・生徒の全体数は減っているものの、特別支援を必要としている児

童・生徒は非常に増えているというふうに認識しています。時代背景とともに、多様なニー

ズが学校現場で求められている証左ではないかというふうに思います。教育長のご答弁でも、

特別支援教育支援員の数が十分とは言えないとおっしゃっていただきました。人材の適正配

置や予算が重要であるというふうに思います。
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昨日のＮＨＫ報道、新しいニュースなんですけれども、１０人に１人、小・中学校で８．８

パーセントの児童・生徒が特別支援を必要としているのではないかというデータが出ていま

した。高校生でも初めて調査しました。２．３パーセントの方々に、見えない発達障害のお

それがあるというデータが初めて出たところであります。１０年前に比べると２．３ポイン

ト、小・中学校で増えていると。つまり、特別支援が必要となる児童・生徒が全国的に増え

ているということなので、その辺を支えていく先生方の人材不足が懸念されています。

特別支援アドバイザー制度が千葉県にはありますけれども、各学校等からの要請に応じて、

各教育事務所に配置した特別支援アドバイザーが学校等を訪問し、特別支援アドバイザーが

発達障害を含む障がいのある幼児・児童・生徒一人ひとりの教育的ニーズに応じた指導・支

援の在り方について、教職員、特別支援教育支援員、ボランティア等に対して助言・援助を

行うと。特別支援教育支援員と特別支援アドバイザーとの連携が求められるというふうに認

識しておりますけれども、本市の学校教育現場では、どのようになっているんでしょうか。

お伺いいたします。

○教育長（加曽利佳信君）

答弁いたします。

教育支援アドバイザーですが、今議員がお話しされたように、特別な支援が必要な子どもに

就学前から、そして高校に至るまで、連携した支援体制を整えることが大事ということで、

教育支援アドバイザーは任務にあたっているわけです。

本市の状況ですが、既に独自に２名を雇用して、教育支援アドバイザーを配置しております。

数年前に県の方の事業で、八街市で幼小中連携教育をやっている関係で、特別な支援が必要

な子どもたちの異校種間でのスムーズな就学を促すために県の事業で行ったものです。それ

が非常に本市としては有効でありましたので、その事業が終わった後も市独自で２名を雇用

して、幼保小の間と中・高の間をスムーズに情報が行き来するようなことをメインに、今１

名は特別支援学校の経験者、もうお一人は小学校の経験者と、非常に経験豊かな有識者の先

生を雇用して、現在は動いているところでございます。

○石井孝昭君

ありがとうございます。しっかり現場主義で認識していただいて、支援の方をよろしくお願

い申し上げたいと思います。

最後の質問です。学校給食について、質問いたします。

文部科学省の通達になりますが、黙食を求めない方針における本市の対応ということなんで

すけれども、今年の１１月２９日、文部科学省初等中等教育局が、新型コロナウイルス感染

症対策の基本的対処方針の変更等について、各都道府県、各地方公共団体の学校設置担当課

等に通知を出されました。文部科学省が作成する「学校における新型コロナウイルス感染症

に関する衛生管理マニュアル」において、「会食に当たっては、飛沫を飛ばさないよう、例

えば、机を向かい合わせにしない、大声での会話を控えるなどの対応が必要です」等とし、

従前から、必ず黙食とすることを求めてはいないところです、との文書でございます。
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そこで、文部科学省通達の黙食を求めない方針における本市の対応について、お伺いいたし

ます。

○教育長（加曽利佳信君）

答弁いたします。

千葉県教育委員会から１１月３０日付で、「学校での飲食の場面における感染対策等につい

て」の通知がありました。その中で、各教育委員会において、黙食の見直しについて、検討

のお願いがありました。しかしながら、市内の新型コロナウイルス感染者が１１月中旬頃か

ら増加傾向にあるため、市内小・中学校では黙食を継続しております。

今後、黙食の見直しについては、千葉県教育委員会から示されているガイドラインを精査す

るとともに、新型コロナウイルス感染症の感染状況に合わせた対応を各学校に行ってまいり

ます。

○石井孝昭君

先般、テレビでこういうことがあったんですけれども、３年生の児童・生徒が町長、そして

教育長、学校長宛てに要望書を出したということがありました。何を出したかというと、小

学校に入ってから３年間、友達と楽しくご飯を食べたことがない、いわゆる黙食で、３年生

ですから、コロナが始まってから一回もしゃべっておいしく、おいしくないと言わないんで

すけど、そういった要望書を出されたという報道がありました。

八街市の中でも、感染が拡大している中での対策ということは十分理解していますけれども、

今後、適宜適切な対応をお願いしたいところでございますので、その辺、またご勘案いただ

ければと思います。

最後に、学校給食の量の適正について、お伺いいたします。

学校現場で児童・生徒やＰＴＡの父兄の方々と給食の話をする機会がございます。絶対量が

給食は少ない、帰りはおなかがぺこぺこで帰ってくるなどの声をよく聞きます。給食セン

ターでは、管理栄養士さんの下でカロリー計算をしっかりし、栄養価については足りないこ

とのないような対応をされていることと思います。

学校給食の量の適正について、お伺いいたします。

○教育長（加曽利佳信君）

答弁いたします。

学校給食に供する食物の栄養内容や提供量につきましては、学校給食摂取基準を基にし、提

供しております。代表的な、エネルギー、たんぱく質、脂質の栄養価は、小・中学校の児

童・生徒へ配布している学校給食の献立予定表に掲載しているところです。

現在の物価高騰の中、食材料の調達は大変苦慮している状況ですが、今年度は７月から国の

臨時交付金を活用し、学校給食食材料高騰対策事業として食材料の価格高騰分に交付金を充

てることができ、保護者負担を求めず、給食の質と量を保ちながら給食の提供ができている

ところです。食材の価格高騰により厳しい状況ですが、学校給食センターの栄養士は献立を

工夫し、地産地消に留意しながら様々な食材を使用して、バランスの取れた献立を作成して
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おります。

今後も、安全で安心かつ子どもたちに喜ばれる給食の提供ができるよう、努めてまいります。

○石井孝昭君

９月議会で、国の臨時交付金である学校給食食材等高騰対策事業が導入されました。給食の

量やカロリー摂取に変化があったものと推察していますけれども、その後、児童・生徒の給

食の質と量はどのように変化があったのでしょうか。

○教育部長（土屋武志君）

教育長の答弁のとおり、学校給食の量についても学校給食摂取基準に基づき、栄養価が満た

されるように提供されております。以前から低くなっていたエネルギーの摂取率につきまし

ては、４月と臨時交付金の活用後について比較しますと、小学校では４月が約９０．９パー

セント、交付金活用以降は９４パーセントから９７．６パーセントまで上昇しております。

中学校では、やはり４月の９０．９パーセントから、その後は９３．３パーセント程度から

９６パーセント程度まで上昇しております。

○石井孝昭君

非常に上昇しているということで。これからもしっかり努めていただいて、質と量を図って

いただければありがたいと思います。

すみません。最後に、交付金を活用したことによって栄養価自体は大分改善されたというご

答弁ですけれども、食べ盛りの子どもたちのおなかの満足度が少ないこともあるようで、子

どもたちやＰＴＡの父兄からも、そのような声を聞いています。黙食にも関係していますが、

食べられる子はお代わりができて、十分に時間があり、満足できるような楽しい空間づくり

が求められると思います。

一方で、残渣数や残率量の問題もありますけれども、食べる時間が少ない等の声、時間がな

いという声も聞いています。満足できるような楽しい給食時の空間づくりについて、お考え

を最後に聞きたいと思います。

○教育長（加曽利佳信君）

私から答弁させていただきます。

先ほどの黙食と関係する部分ですが、楽しい給食という部分が現在、損なわれているのは事

実でございます。今後、校長会等を通しまして、現在は、まだ黙食を止めるのは早いのかな

と思うところもありますが、現在の子どもたちが楽しく、そして残渣のない給食になるよう

に、様々な工夫を取っていただきたいということを、校長会と連絡を取りながら、考えてま

いりたいと思っています。

○石井孝昭君

ご答弁ありがとうございました。

以上で終わります。

○市長（北村新司君）

先ほど石井議員から、大変貴重なご提言を賜りましたシティプロモーションの件でございま
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すけれども、今は主に企画政策課内で行っておりますけれども、来年度は新たに特化した専

任の職員を置くように、今検討を始めました。そのことにつきましては商工観光課と協議し

ながら、特化したシティプロモーション専任の職員を置くということで検討してまいりたい

と思っておりますので、追加の答弁になりますけれども、ご理解いただきたいと思います。

○石井孝昭君

市長、英断ありがとうございます。北村市長が思い描くシティプロモーション、これからの

未来像の一助になると思います。本腰を入れてシティプロモーションが行われることをご期

待して、私の質問を終わります。ありがとうございました。

○議長（鈴木広美君）

以上で、新誠会、石井孝昭議員の代表質問を終了します。

次に、代表質問に対する関連質問を許します。関連質問はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（鈴木広美君）

関連質問がありませんので、関連質問を終了いたします。

お諮りします。

本日の一般質問をこれで終わりにしたいと思います。ご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（鈴木広美君）

ご異議なしと認めます。

明日、１２月１５日は午前１０時から本会議を開き、引き続き一般質問を行います。

長時間ご苦労さまでした。

（延会 午後 ３時０８分）
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○本日の会議に付した事件

１．一般質問

………………………………………………………………………………………………………………
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文書質問回答書 令和４年第４回八街市議会定例会

代表 文書１ 公明党 角 麻子 議員

１．地域公共交通

（１）デマンド型乗り合いタクシーについて

①実施に向けての今後のスケジュールは。

〔回答〕

本市では、令和３年５月に策定した「八街市地域公共交通計画」に掲げた施策「移

動ニーズに応じた外出支援策の見直し・導入」に基づき、令和５年１０月から交通

空白地域の解消や持続可能な公共交通の構築を目的に、デマンド型乗合タクシーの

実証運行事業を開始するための準備を進めております。具体的なスケジュールにつ

いて申し上げますと、このたびの議会におきまして、議案第１０号令和４年度八街

市一般会計補正予算において、「デマンド型乗合タクシー運行業務」及び「デマンド

型乗合タクシー配車システム等運営業務」について、債務負担行為を提案させてい

ただきました。可決いただけました場合、今年度において、運行業務及び配車シス

テム等運営業務を委託する事業者を選定する作業を始め、準備が整い次第市民の方

への周知活動を始めたいと考えております。来年度につきましては、道路運送法の

許認可の取得など運行開始に向けた準備を進めるとともに、利用登録や利用方法の

説明会の開催など利用促進に向けた市民への周知活動を実施することを予定してお

ります。本市にとって、新たな公共交通システムの導入となりますので、市民の方

への周知活動を十分に行うとともに、円滑な事業開始に向けて取り組んでまいりま

す。

②周知方法は。

〔回答〕

「デマンド型乗り合いタクシー」は、本市にとって新たな公共交通の導入であり、

その公共交通機関としての特性や利用方法について、市民の方の理解を促すため、

十分に広報周知する必要があるものと考えております。広報周知の方法につきまし

ては、広報紙や区回覧ホームページなどに加え、特に、高齢者外出支援タクシーの

利用者にとっては、利用する制度の切り替えを計画していることから、混乱を招く

ことがないよう個別に案内を送付することについても検討しております。また、「デ
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マンド型乗り合いタクシー」は、事前の利用者登録と予約が必要となるほか、予約

に応じて知らない方との「乗り合い」になるなど利用に当たっては、一般の民間タ

クシーとは異なる公共交通機関としての特性について、ご理解いただく必要があり

ます。このようなことから、本市では、「デマンド型乗り合いタクシー」の円滑な事

業開始と利用促進を目的に、市民向けの事業説明会を開催するとともに、その会場

において事前登録の受付についても実施する方向で準備を進めてまいります。

２．学校施設の環境と体制整備

（１）学校施設の安全で快適なトイレ整備について

①本市の学校トイレの洋式化の現状と今後の計画は。

〔回答〕

現在の小中学校のトイレの洋式化率は、小学校では約５５パーセント、中学校で

は約４６パーセントで、八街市の小中学校全体では、約５２パーセントとなってお

ります。今年度は、八街東小学校校舎のトイレの全面改修を行っており、これが完

了しますと、小学校の洋式化率は、約６５パーセントとなり小中学校全体では、約

５８パーセントとなります。また、令和５年度には、八街中学校校舎のトイレにつ

いて、全面改修工事を行う計画をしており、完了しますと中学校の洋式化率は、約

６２パーセントとなり、小中学校全体では、約６４パーセントとなります。

②地域の学校トイレの洋式化を計画的に着実に推進すると同時に、災害時に避難所

となる学校施設の災害対策機能の強化の一環として、総務省の防災減災対策債を

活用して、多目的トイレやウォッシュレット付きトイレの設置促進に取り組むこ

とも必要と考えるが見解は。

〔回答〕

避難所に指定されている市内小中学校の体育館トイレの洋式化につきましては、

令和３年度までに全て完了しております。その内、令和２年度及び３年度に整備し

た小学校体育館７棟と中学校体育館２棟のトイレ改修工事を新型コロナウイルス感

染症対応地方創生臨時交付金と緊急防災・減災事業債を活用して整備したところで

す。なお、校舎のトイレ改修工事については、緊急防災・減災事業債が原則、活用

できないことから、学校施設環境改善交付金や学校教育施設等整備事業債を活用し、

整備を進めてまいりたいと考えております。現状の市内小中学校の多目的トイレの

設置状況は、小学校が９校中５校、中学校は、４校全てに設置しております。また、

ウォシュレット付きトイレの設置状況は、小学校が９校中４校、中学校は、４校中
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１校の来客用トイレ等に設置しております。今後のトイレ改修の際には、各校に多

目的トイレ、及び来客用トイレにウォシュレット付きトイレの設置を検討してまい

りたいと考えております。

（２）学校におけるてんかん発作時の口腔用液（ブコラム）の投与について

①文部科学省からの、児童生徒がてんかん発作を起こした場合教職員らが迅速に鎮

静させるための治療薬「ブコラム口腔用液」を投与できるとの事務連絡について、

各学校にどのように伝達されているのか。

〔回答〕

教育委員会では、てんかんの重責状態を迅速に鎮静させるための治療薬「ブコラ

ム」について、認識をしています。しかしながら、現時点で、千葉県教育委員会よ

り当該内容に係る事務連絡は受けていないことから、学校への伝達は行っていませ

ん。今後、文部科学省及び千葉県教育委員会の動向を注視し、必要に応じた対応を

してまいりたいと考えております。

３．子育て支援

（１）給食費無償化について

①いつから実施する方向で考えているのか。

〔回答〕

｢千葉県公立学校給食費無償化支援事業｣を活用して令和５年１月以降、給食費無償

化の導入をする意向がある自治体は、県内５４市町村のうち、４６団体と聞いてお

ります。本市におきましても、第３子以降を対象とした学校給食費の無償化を令和

５年４月から実施できるように準備を進めているところです。

②補助の対象要件等どのように考えているのか。

〔回答〕

本市が実施を検討してる学校給食費の無償化につきましては、第３子以降の給食

費免除制度を実施する市町村に対して、千葉県が補助金を交付する｢千葉県公立学校

給食費無償化支援事業｣を活用して、実施する予定です。内容につきましては、子を

３人以上扶養している保護者につきまして、市立小中学校に通う第３子以降の学校

給食費の免除を実施して、多子世帯の経済的負担の軽減を図ってまいります。

４．安全対策
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（１）通学路等の市内道路整備について

①整備状況は。

〔回答〕

昨年度行われた、通学路緊急一斉点検であげられた、対策が必要な１５０箇所に

つきましては、道路管理者、警察、印旛土木事務所、防災課、教育委員会が連携し、

対策を進めており、令和４年１１月末の時点で、１２８箇所の対策を行ったところ

でございます。また、今年度末までには１２箇所の対策が完了する予定となってお

り、併せて１４０箇所、約９３パーセントが対策済みとなる見込みでございます｡な

お、残りの１０箇所につきましては、歩道整備や交差点改良などの長期対策となり

ますので、注意看板や路面標示など、早期に対応出来るものから実施しているとこ

ろでございます。今後も引き続き、国の交付金を活用しながら計画的な道路整備に

努めてまいります。

②冠水する道路等の整備の今後の計画は。

〔回答〕

冠水する道路等の整備計画につきましては、昨年度より市道１０２号線の道路冠

水を軽減するため一区調整池の整備を実施したところでございます。今後の計画で

すが、五区桝形地先や吉倉区新田谷津地先、沖区東沖地先にも雨水調整池の整備を
ますがた しんでん や つ ひがしおき

計画しており、概略設計を進めているところでございます。今後も、冠水箇所の解

消を目指し、地権者のご理解、ご協力をいただきながら、引き続き、雨水流出量の

抑制を図り、道路冠水の軽減につながるよう、順次、計画的な調整池及び道路排水

の整備に努めてまいりたいと考えております。


